
第３回真庭市こどもはぐくみ推進本部会議
議事次第

日時：令和５年６月 1日（木）15:15～16:45

場所：真庭市役所本庁舎 3階応接室

１．開会

２．本部長あいさつ

３．協議事項

① こども家庭庁の動向

資料１

② こども・子育て施策（こどもはぐぐみ応援プロジェクト）の推進について

資料２ 資料３

③ こどもはぐぐみ応援プロジェクト 64施策の事業実施について

資料４

④ 子育て支援関係アンケート結果について

資料５ 資料６

⑤ こどもはぐくみ政策推進マトリックス会議の報告

資料７

⑥ 地域全体で支えるしくみづくりにどうやって取り組むか（16：00～16：45）

資料８

・地域の特徴や求められているものは何か

・こども、親、地域をつなぐアイデアについて

4．閉会
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こども家庭庁組織体制の概要

○ こども家庭庁の内部組織は、長官官房、成育局及び支援局の１官房２局体制で発足。
○ 定員については、内部部局が３５０名、施設等機関が８０名、合計４３０名を確保。

○ 機構については、指定職：長官、官房長、成育局長、支援局長、審議官（成育局担当）、審議官（支援局担当）※、
課長・参事官１４、室長・企画官１１で構成【別紙参照】。

１．概 要

内部部局 施設等機関（国立児童自立支援施設） 合 計

長官官房 成育局 支援局 計 武蔵野学院 きぬ川学院 計

定員数 ９７名 １６０名 ９３名 ３５０名 ４４名 ３６名 ８０名 ４３０名

５年度増員等分 ― ― ― ＋４２名 ― ― ＋１名 ＋４３名

２．主な組織構成

※この外、審議官（総合政策等担当）《充て職・３年時限》
を常駐併任で配置

こどもの視点、子育て当事者の視点に立った政策の企画立案・総合調整（こども大綱の策定、少子化対策、こどもの意見聴取と政策へ
の反映等）
必要な支援を必要な人に届けるための情報発信や広報等
データ・統計を活用したエビデンスに基づく政策立案と実践、評価、改善 など

成育局

妊娠・出産の支援、母子保健、成育医療等基本方針の策定
就学前の全てのこどもの育ちの保障（就学前指針（仮称）の
策定）、認定こども園教育保育要領、保育所保育指針の双方を
文部科学省とともに策定
相談対応や情報提供の充実、全てのこどもの居場所づくり
こどもの安全 など

支援局

様々な困難を抱えるこどもや家庭に対する年齢や制度の壁を克服
した切れ目ない包括的支援
児童虐待防止対策の強化、社会的養護の充実及び自立支援
こどもの貧困対策、ひとり親家庭の支援
障害児支援
いじめ防止を担い文部科学省と連携して施策を推進 など

長官官房（企画立案・総合調整部門）

○長官、官房長、総務課長、参事官（会計担当）、参事官（総合政策担当）

○局長、審議官、総務課長外５課長・１参事官

2



○長官をトップに、長官官房、成育局、支援局の１官房２局体制として、審議官２、課長級ポスト14、室長級ポスト11を設置(併任を除く)。
○ 定員については、組織全体で430人（内部部局350人、施設等機関80人）。

こども家庭庁組織図概要

こども家庭庁長官

長官官房（官房長）

成育局

支援局

サイバーセキュリティ・情報化企画官

総務課

成育基盤企画課

参事官（人事担当）

公文書監理官

参事官（日本版DBS担当）

総務課

保育政策課

総務課

成育環境課

母子保健課

安全対策課

参事官（事業調整担当）

虐待防止対策課

家庭福祉課

障害児支援課

企画官（広報・文書担当）

人事調査官

経理室

認可外保育施設担当室

児童手当管理室

企画官(日本版DBS担当)

企画官(いじめ・不登校防止担当)

企画官(こども若者支援担当)

企画官(ひとり親家庭等支援担当)
国立児童自立支援施設

（きぬ川学院、武蔵野学院）

〈 施 設 等 機 関 〉

␧

৔

৖

৖

ଂ

␨

参事官（会計担当）

参事官（総合政策担当） 少子化対策企画官

【長官官房計 97人】

【成育局計 160人】

【支援局計 93人】

【施設計 80人】

【内部部局計 350人】

【課長級ポスト】 【室長級ポスト】

審議官（成育局担当）

審議官（総合政策等担当）

審議官（支援局担当）

【別紙】

※ は併任ポスト

＊３年時限

企画官（地方連携・ⅮX等担当）
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2022 年度 2023 年度 2024 年度～

開催時期 地域全体で支えるしくみづくり タイムリーな情報発信 こどもはぐくみ応援プロジェクト推進 市役所全体の体制強化
令和５年２月 こどもはぐくみ応援プロジェクトの作成・

重点施策の決定
第 1回こどもはぐくみ推進本部会議
●こどもはぐくみ応援プロジェクト・重点施策に
ついて
●情報提供について
●子育て世代車座トーク

４月 こどもはぐくみ応援プロジェクトご意見フ
ォーム開設

真庭市HP にプロジェクトバナｰ追加
広報紙に子育てのまち真庭の取組掲載

第２回こどもはぐくみ推進本部会議
●こども・子育て施策の進め方の確認
こども・子育てをテーマに職員政策研究に
ついて総務課と協議

5月 こども・子育てに関する調査等の分析と
結果の公表

（アンケート R4.11 実施）
つどいの広場（北房）で意見交換
5/29

広報紙にプロジェクト予算掲載
広報紙にこどもはぐくみ応援プロジェクト
ご意見フォームを再掲載

MITで子育てガイドブック「はぐくみ」紹介

プロジェクト重点事業進捗管理目標作
成
●R５年度事業の目標と実施状況を管
理
●部局経営目標・所信表明との整合性

子育て世代職員にアンケート実施
問題・課題⇒テーマを発見
職員政策研究：こども・子育てをテーマに
第 1回政策推進マトリックス会議

6月 こども ICT ネットの体系化について、秘
書広報課と協議

Facebook、Twitter、Instagram
口コミによる発信を検討

可処分所得の増×子育て支援に必
要な産業構造、市内企業労働環境
実態調査実施 【産業政策課実施】

第 3回こどもはぐくみ推進本部会議 6/1

子育て世代職員ブレイン・ストーミング
７月 市長：「こども園訪問」 等

時期は流動的
こども（高学年）の意見を聞くワークシ
ョップ
コーディネーターに大学を活用できないか

県内企業の子育て支援制度につい
て実態調査中間集計データ活用
【岡山県実施】

第 2回政策推進マトリックス会議

８月 市長：専門職を目指す学生をと車座
トーク
コーディネーターに大学を活用できないか

職員政策提案：こども・子育てをテーマに
子育て世代職員ブレイン・ストーミング

9 月 第 3回政策推進マトリックス会議

１０月 市長：市内企業関係者と車座トーク
時期は流動的

市内企業の子育て支援制度について
実態調査結果⇒企業へフィードバックの
方法

子育てが楽しくなるような PR動画制作
まにぞうが市内の子育てをリポート
保護者、イクメンパパ、イクメンじぃじ、こど
も園、小児科、市内企業、病児保育
園、等 【9 月補正後】

子育て支援施策、情報発信等の先
進地視察 【9 月補正後】
プロジェクト事業のブラッシュアップ、
充実強化など次年度に向けた検討

可処分所得の増×子育て支援に必
要な産業構造、市内企業労働環境実
態調査の分析⇒エビデンスによる施策
検討

第4回こどもはぐくみ推進本部会議10/1

１1月 可処分所得の増×子育て支援に必要
な産業構造、市内企業労働環境実態調
査結果公表

各担当課次年度プロジェクト予算要求
プロジェクトへの位置づけを整理

１２月
２月 子どもをテーマにした市民運動 プロジェクト重点事業進捗実績報告 第４回政策推進マトリックス会議

３月 第５回こどもはぐくみ推進本部会議 3/1

研究・導入 深化・展開期 形成・発展期

●こども・子育てに関する調査分析へ
の意見出し

●プロジェクト進捗管理表から相互の
連絡調整、横軸の強化

●R5年度こどもをまんなかにした各部
署の取組

●アンケート結果や職員の意見から対
応策を検討する「テーマ」を決定

●市内企業の子育て支援制度や理解
促進の取り組みの実態調査の結果
から課題の把握と課題解決を検討

●実態調査の結果協議と企業・真庭
商工会へのフィードバック

●調査・分析結果、職員政策提案等⇒実
行・実現可能な取組を検討

●既存事業のブラッシュアップ検討

●プロジェクト進捗管理表から関係部
局の連絡調整

●R5 年度担当課の実施する事業
に、こどもをまんなかとして取り組むも
のを共有

●第 1 回政策推進マトリックス会議を
受けて「具体的なアイデア」について
検討

●第 3 回政策推進マトリックス会議で
検討した事業について実行・実現を
検討

●令和６年度当初予算要求に向けた
政策立案・改善協議

当初
予算

9月
補正

●プロジェクト重点事業進捗実績報告

●プロジェクト重点事業進捗実績報告
●次年度はぐくみ応援プロジェクト施策に位
置づける事業について合意

資料２
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こども・子育て支援に関する施策の企画立案・総合調整 
こども・子育て支援に関する事業課相互間の連絡調整　　　　 
その他推進本部長が必要と認める事項 
 

　　
 

こどもはぐくみ政策推進マトリックス会議

　副市長（議長）・健康福祉部長（副議長）
　総務課・総合政策課・秘書広報課・交流定住推進課・財政課・産業政策課・都市住宅課・建設課・市民課・福祉課
　発達発育支援センター・健康推進課・教育総務課・学校教育課・生涯学習課・中央図書館・社会福祉協議会
　各振興局・岡山県こども未来課（オブザーバー）・子育て支援課
 

　　
 

構　　　成

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

マトリックス会議 1回 2回 3回 予算 4回

分析・研究

連絡調整

施策検討・企画

アンケート結果
分析

プロジェクト進捗
計画共有

検討するテーマ
を議論

県実施の調査
結果分析

プロジェクト進捗
実績共有

検討テーマの分析・研究、
市内企業・商工会との連
携

可処分所得、市内企業
労働環境実態調査結
果分析

分析・研究結果、職員
提案⇒施策検討
既存事業の整理

地域の強み課題共有

役　　　割

市内企業・商工会との連
携

資料３
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実施

時期
実施予定内容

横軸

連携
こどもを真ん中の視点で取り組む内容 進捗

1 相談支援
妊娠・出産

期

まにわパパママクラスの

開設

妊婦やそのパートナーが妊娠・出産・育児

に必要な知識を助産師から学んだり、ほか

のパパやママたちとの交流・友達づくりが

できる場を開催する。

健康推進課

地域での関係づくり、

家族力の向上、関係職

種とのつながりを築

く。

5月～

令和５年度　1クール3回コース×3クール開催

Ｒ５年７月以降出産予定の方及び妊娠届出時

に案内。

健康推

進課

妊婦やそのパートナーが安心して妊娠・出産

や育児ができるように知識や仲間作りのきっ

かけとなる場を開催する。

進行中

2 相談支援
就学前～高

校

発達発育支援センター事

業

発達や発育、集団生活での適応など社会生

活で困りを持つ方の相談に応じる。相談支

援・通所支援・家族支援により、トータル

ライフ支援を行う。

福祉課
地域で安心した生活が

できる。
4月～

相談支援・通所支援・家族支援を柱に、地域

に出向く巡回訪問・巡回相談や、園や学校と

の連携の強化、一人一人の発達段階に応じた

個別療育の充実を図る。

教育委

員会・

子育て

支援

課・健

康推進

課・各

振興局

こどもの持つ力を発揮できるように、家庭・

園・学校との支援会議の開催などにより、こ

ども理解をすすめる。通所支援により集団生

活の適応や自立に向けた力を伸ばしていくと

ともに、必要な支援の引継を行う。

進行中

3 相談支援
妊娠・出産

期～高校

子育てオンライン相談

（ＬＩＮＥ等）

妊娠・出産・子育てに関する相談をスマー

トフォンなどを使用し、LINEで相談を受け

る。随時、子育ての情報を配信する。

健康推進課
妊娠～子育て期まで細

やかな相談体制の構築
４月～

ＬＩＮＥ相談については随時回答するととも

に、振興局保健師と連携を図る。又、月に数

回程度、市の育児イベントや育児情報等につ

いて配信する。

健康推

進課

タイムリーな返信やアドバイスで安心した妊

娠・出産・子育てができるようにサポートす

る。子育て情報を発信することで、保護者の

知識の普及を行う。

進行中

4 相談支援 就学前
愛育委員のこんにちは赤

ちゃん訪問

絵本を通して親子のふれあうことを目的に

愛育委員がブックスターﾄの本を持って赤

ちゃん訪問を行う。

健康推進課 親子のふれあいを促す 4月～
3～4か月ごろを目安に愛育委員が赤ちゃん訪

問を行い、ブックスタートを勧める。

健康推

進課・

各振興

局と連

携

愛育委員とふれあうことで、地域の支援者を

知ることができる。
進行中

5 相談支援 就学前
ママと赤ちゃんのおっぱ

い相談

助産師が自宅に訪問し、お母さんの母乳ケ

アや沐浴、授乳などの育児指導、お子さん

の体重栄養チェック等を行う。産後１年未

満で３回まで助成する。

健康推進課

妊娠期～子育て期まで

切れ目のない子育て支

援

４月～

助産師が自宅に訪問し、お母さんの母乳ケア

や沐浴、授乳などの育児指導、お子さんの体

重栄養チェック等を行う。産後１年未満で３

回まで助成する。

健康推

進課

助産師が自宅に訪問し、指導することで施設

まで移動する負担なく、指導や相談ができ、

安心して子育てができるように支援する。

進行中

6 相談支援
妊娠・出産

期～就学前
はぐくみセンター事業

妊娠や出産、子育てのさまざまな相談に応

じ、必要なサービスを紹介する等、安心し

て妊娠や出産、育児ができるよう応援す

健康推進課

妊娠期～子育て期まで

切れ目のない子育て支

援

４月～

妊娠や出産、子育てのさまざまな相談に応

じ、必要なサービスを紹介する等、安心して

妊娠や出産、育児ができるよう応援する。

健康推

進課

妊娠や出産、子育てのさまざまな相談に応

じ、必要なサービスを紹介する等、安心して

妊娠や出産、育児ができるよう応援する。

進行中

7 相談支援
就学前∼高

校

真庭こども応援事業（家

庭教育支援）

真庭市家庭教育支援チームを設置し、身近

なエピソードや資料等をもとに参加者同士

が交流しながら学ぶ機会を提供している

生涯学習課

子どもの居場所の充実

を図る

親育ちを応援する

４月～

「おしゃべり広場ふらっと」を中央図書館と

くせ活き生きサロンで毎月開催

市内園小中学校の入学説明会や参観日、子育

て支援団体等に親学習の機会を提供する

健康推

進課学

校教育

課と連

携有

子どもも楽しく遊ぶことができ、同時に、参

加者同士がおしゃべりしたり、ゆったり過ご

したりできる場づくり

進行中

8 相談支援 就学前
赤ちゃん訪問（保健師・

助産師

保健師・助産師が生後4か月までの乳児（未

熟児含む）のいる家庭を訪問し、母子の健

康状態の確認と子育て支援に関する情報提

供等を行う。

健康推進課
母子の孤立化を防ぐ支

援を行う。
４月～

4か月までの乳児のいる家庭に保健師又は助産

師が全戸訪問する。

健康推

進課・

各振興

局と連

携

産後うつが発生しやすい産後3か月未満の訪問

をできるよう調整。子どもがすこやかに成長

できるよう出産早期から母子支援を行う。

9 相談支援
就学前～

小・中学校

愛育委員による親子交流

事業

就学前のお子さんと保護者を対象に愛育サ

ロンを久世地域で開催。

乳児と母親を対象にベビーマッサージを北

房、落合地域で開催。

つどいの広場の集まりに合わせて親子の交

流事業を勝山地域で開催。

健康推進課

子どもと保護者、地域

の愛育委員が繋がりを

もち、子育て支援を行

う。

4月～

愛育委員が各地域で子育て支援ができるよ

う、つどいの広場や各振興局の保健師と連携

を取りながら行う。

各振興

局やつ

どいの

広場の

スタッ

フと連

携

参加しやすいよう各地域で開催している。 進行中

10 相談支援
就学前～高

校
栄養委員による食育教室

子育てサロン等の集いの場、こども園、保

育園、幼稚園の保育施設および小学生が集

いの場等において、栄養委員が中心となり

「食の体験活動（食育活動）」を通じて、

健全な食生活の実現につなげるもの。

健康推進課
こどもの健全な食生活

の実現を図る。
4月～

就学前から食育推進ボランティア（栄養委

員）による食育体験ができるよう、保育施設

や学校等と連携した取組を行う。

園、小

中学

校、高

校等と

の連携

こどもに合わせた食育体験の場を実施する。

より多くのこどもが体験できるよう、保育施

設や学校と連携していく。

進行中

こどもはぐくみ応援プロジェクト こども・子育て支援施策進捗管理表

Ｒ5年度
NO 施策区分 ステージ 事業名 事業概要 担当課名 目標項目

資料4
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11 相談支援
ひとり親家庭就労相談支

援

ひとり親家庭に対しハローワークと協働し

条件に合う就労支援を行う。
子育て支援課

ひとり親の就労や自立

の支援を行う。
4月～

・児童扶養手当の現況届提出時期にあわせ、

真庭市にハローワークが出張し相談窓口を設

置する。　　　　　　　　　　・年間通して

相談対応を行う。

全振興

局と連

携有り

子どもが安定した生活が送られるよう、条件

にあう就労につなげ、自立への支援を行う。
進行中

12 相談支援 就学前 育児相談

乳児、幼児の発育を確認するとともに、育

児についての正しい理解を深め、母子の健

康の保持増進を図る。

健康推進課
母子の健康の保持増進

を図る。
４月～

市内8箇所で約2か月に1回育児相談を実施

保健師、助産師、栄養士、看護師等で子育

て・栄養相談、身体計測を行う。

健康推

進課・

各振興

局、つ

どいの

広場と

連携

こどもの成長確認、こどもの成長を促すため

の保健指導、来所された保護者同士の交流を

図り、日頃の居場所としてつどいの広場の紹

介をする。

進行中

1
出産・育児・生

活支援

就学前～高

校

医療的ケア児訪問看護レ

スパイト事業

在宅の医療的ケア児の看護や介護を行う家

族の負担軽減、休息時間の確保などを目的

に医療保険適用を超える訪問看護をうけた

場合にその費用の一部を助成する。

福祉課
こどもの健康の保持と

家族の休息の確保
4月～

医療保険の適用を超える訪問看護療養費30分

当たり3,500円（上限）を補助

月4時間年間48時間を上限とする。

健康推

進課・

子育て

支援

課・各

振興局

在宅の医療的ケア児が健康で安心した生活が

できるよう、看護や介護を行う家族が訪問看

護の利用により休息時間（レスパイト）を確

保し、負担の軽減を図る。

進行中

2
出産・育児・生

活支援

妊娠・出産

期～就学前

はぐくみサポーター派遣

事業

妊娠期から出産後の体力が回復するまでの

間（母子手帳交付から産後１年未満）、は

ぐくみサポーターによる家事支援・育児支

援が１時間につき５００円の自己負担で１

人30回受けられる。今年度、サポーター養

成講座も開催。

健康推進課

妊娠期～子育て期まで

切れ目のない子育て支

援

４月～

妊娠期から出産後の体力が回復するまでの間

（親子手帳交付から産後１年未満）、はぐく

みサポーターによる家事支援・育児支援が１

時間につき５００円の自己負担で30回受けら

れる。今年度、サポーター養成講座（１回目

８／３１・２回目９／１２）開催。７月広報

誌に受講者募集記事掲載。

健康推

進課

妊娠期や産後のお母さんの負担の大きい時期

に家事や育児の支援のためにサポーター派遣

を行うことで、保護者の身体的・精神的負担

を軽減し、安心して妊娠中や産後を過ごせる

様に支援する。また、サポーター養成を行

い、スムーズにサポーター派遣が行える様に

する。

進行中

3
出産・育児・生

活支援

妊娠・出産

期～就学前
産後ケア事業

産後１年未満のお母さんとそのお子さん

が、で医療機関や助産院等に宿泊または日

帰り利用することにより、お母さんとお子

さんのケアや授乳指導、育児相談が受けら

れる。12回までは助成が受けられる。

健康推進課

妊娠期～子育て期まで

切れ目のない子育て支

援

４月～

産後１年未満のお母さんとそのお子さんが、

医療機関や助産院等に宿泊または日帰り利用

することにより、お母さんとお子さんのケア

や授乳指導、育児相談等が受けられる。生後

１年未満に宿泊・日帰りを合わせて12回まで

利用可能。

健康推

進課

赤ちゃんとの新しい生活がスムーズにスター

トできる様に医療機関等への宿泊や日帰り利

用をし、母体の保護、育児の保健指導サービ

ス等の指導を受けることにより、心身の回復

や育児不安の解消を図る。

進行中

4
出産・育児・生

活支援

妊娠・出産

期～就学前
妊産婦ケア事業

妊娠中から産後１年未満のお母さんとその

お子さんに必要なサービスを紹介し、利用

についても調整を行う。

健康推進課

妊娠期～子育て期まで

切れ目のない子育て支

援

４月～

妊娠中から産後１年未満のお母さんとそのお

子さんに必要なサービスを紹介し、利用につ

いても調整を行う。

健康推

進課

妊娠中から安心して妊娠中を過ごせ、育児が

できる様に必要なサービスを紹介し、利用に

ついても調整を行う。

進行中

5
出産・育児・生

活支援
就学前 乳幼児健診

乳幼児の病気の早期発見と予防、及び健康

の保持増進のため医師、歯科医師、歯科衛

生士、臨床心理士、保健師、栄養士、看護

師等が連携して健診を行う。

健康推進課

乳幼児の病気の早期発

見と予防、保護者の困

りや不安の解消を図

る。

4月～

３～４か月児健診、９～１０か月児健診、１

歳６か月児健診、２歳児歯科健診、３歳児健

診を年66回実施する。

身体計測、保健相談、内科・歯科診察、ブ

ラッシング指導、心理相談、尿検査、栄養相

談、目の屈折検査等を行う。

専門の

他職

種、各

振興

局、愛

育委員

と連携

有

こどもの病気の早期発見や、こどもが健やか

に成長する為の病気の予防、虐待予防を目的

とし、様々な職種の視点で健診をする。

進行中

6
出産・育児・生

活支援
就学前 離乳食教室

保護者の困りや不安感の解消、生活リズ

ム、食習慣及び間食等について、管理栄養

士・栄養士が中心となり、こどもの成長や

発達状況に応じた支援を行うもの。

健康推進課

保護者の困りや不安感

の解消を図る。

正しい食習慣の定着を

図る。

4月～

年10回開催予定。

こどもを対象に食に関する体験ができるよう

な内容とする。引き続き保護者の困りや不安

感の解消につながる内容とする。

各振興

局と連

携有

こどもを対象に食に関する体験ができるよう

な内容とする。引き続き保護者の困りや不安

感の解消につながる内容とする。

進行中

7
出産・育児・生

活支援
就学前 新生児聴覚検査

生後1年未満の乳児に対し、医療機関委託で

新生児聴覚検査を実施する。費用の一部助

成。

健康推進課
こどもの病気の早期発

見
4月～

岡山県内の産科医療機関及び県外の契約医療

機関で出生後に検査を実施する。県外で出生

された子どもさんへも受診を促す。

医療機

関と連

携

こどもの病気の早期発見。早期発見すること

により早期治療・療育へつながる。
進行中

8
出産・育児・生

活支援

妊娠・出産

期

妊婦・パートナー歯科健

診

妊婦及びパートナーに対し、市内歯科医院

委託で歯科健康診査を実施する。
健康推進課

妊婦やパートナーの健

康管理と生まれてくる

こどもの口腔、生涯に

わたっての歯科保健向

上。

4月～

市内歯科医院へ委託。歯科医院でで歯科健

診、歯科保健指導、リーフレットを用いて歯

科疾患がもたらすこどもへの影響を説明す

る。

歯科医

療機関

と連携

こどもの口腔の健康、妊婦の早産の予防で健

やかなこどもの成長を図る。
進行中
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1 経済的支援
妊娠・出産

期～就学前

出産・子育て応援はぐく

み給付金事業

妊娠時と出産時に応援金を給付し、経済的

負担を軽減する事業。
健康推進課

給付対象者に対し確実

に給付を行う。
4月～

伴走型相談支援との一体的な実施により、必

要に応じた支援に繋いでいく。
振興局

全ての妊婦・子育て家庭が安心して妊娠・出

産・子育てができる環境を整備することを目

的とした母子保健医療対策の総合的な支援の

一環。

進行中

2 経済的支援
就学前～

小・中学校

園・小中学校等の給食費

への助成事業

給食材料費の仕入れ価格の高騰の影響によ

り学校給食費を値上げする状況にあり、保

護者の急激な経済的負担を押さえるため、

学校給食費を据え置くとともに学校給食の

質を維持するため、市費による食材費高騰

分の補填をする。

教育総務課

良質で安全安心な学校

給食の提供を維持す

る。

4月～
食材費の実質高騰分1食当たり20円分の補填に

よる適正な栄養価の給食の維持を図る。

こどもの成長に必要な栄養価のある献立を継

続する。
進行中

3 経済的支援
妊娠・出産

期

低所得妊婦初回産科受診

料助成事業

低所得家庭の妊婦に対して、妊娠の診断を

受けるために医療機関を受診する際の初回

費用を助成し、経済的負担を軽減する事

業。

健康推進課
助成対象者に対し確実

に助成を行う。
4月～ 新規事業 振興局

全ての妊婦・子育て家庭が安心して妊娠・出

産・子育てができる環境を整備することを目

的とした母子保健医療対策の総合的な支援の

一環。

進行中

4 経済的支援
就学前～高

校
こども医療費無償化

幼児・児童生徒医療費給付事業（中学３年

生までの医療費無償化）をこども医療費給

付事業とし、令和5年6月診療分から対象年

齢を高校生世代（満18歳）までに拡大

市民課

令和5年6月から、保険

診療にかかる医療費無

償化の対象年齢を高校

生世代まで拡大する。

6月～

医療費無償化の対象年齢を高校生世代まで拡

充

6月診療分から、保険診療にかかる医療費無償

化の対象年齢を高校生世代まで拡大する。5月

15日時点で、現制度継続者及び拡大対象の高

こどもたちが、ケガや病気をしても安心して

病院を受診できるように、こどもの保険診療

にかかる医療費を無償化する。

進行中

5 経済的支援
妊娠・出産

期
不妊・不育治療支援事業

不妊症・不育症のため、子どもを持つこと

ができない夫婦に対して、治療費の助成を

行い、経済的負担を軽減する事業。

健康推進課
助成対象者に対し確実

に助成を行う。
4月～ 上限額を設定した上で全ての不妊治療に拡大 振興局

全ての妊婦・子育て家庭が安心して妊娠・出

産・子育てができる環境を整備することを目

的とした母子保健医療対策の総合的な支援の

一環。

進行中

6 経済的支援
妊娠・出産

期

若年がん患者妊孕性温存

治療支援事業

生殖機能に影響するおそれのある治療を受

けるがん患者に対して、治療費（妊孕性温

存治療）の助成を行い、経済的負担を軽減

する事業。

健康推進課
助成対象者に対し確実

に助成を行う。
4月～ 振興局

全ての妊婦・子育て家庭が安心して妊娠・出

産・子育てができる環境を整備することを目

的とした母子保健医療対策の総合的な支援の

一環。

進行中

7 経済的支援 就学前
保育料の減免・無償化

（第３子以上）

ひとり親世帯などに該当する場合や第3子以

降については保育料の減免や無償化を行

う。

子育て支援課

保育料の納付に困難が

ある世帯へ支援を行

う。

4月～ 申請のあった該当世帯へ減免等を行う。 進行中

8 経済的支援 高校
市内就職者等への奨学金

(看護人材)

真庭高校看護科・専攻科の学生のうち、将

来、真庭市内の医療機関に就職を希望する

者に対して、奨学金を支給する事業。

健康推進課
看護人材の育成・確保

を図る。
4月～ 奨学金支給を希望する学生を募集する。 無

市内医療機関に就職することへの魅力アップ

となるよう調整。
進行中

9 経済的支援 高校
市内就職者等への奨学金

(Uﾀｰﾝする若者)

奨学金利用者で市内就職等を行った者に借

入額の最大2分の1を限度に奨学金返還免除

を行う。

教育総務課

奨学金を受けた若者が

地域産業の担い手とし

て定住する。

4月～

より多くの奨学金利用者へこの制度の周知を

図るため、返還金納付書を送付する際にPRを

する。

より多くの奨学金利用者へこの制度の周知を

図ることにより、若者の経済的負担を軽減す

る。

進行中

1 子育て環境整備 就学前
園児のおむつスッキリ事

業

園児が園内で使用したおむつを園で処分す

ることで保護者の利便性を向上する。
子育て支援課

オムツ回収ボックスを

全園に整備する
4月～

園の規模に合わせたオムツ回収ボックスを整

備する
環境課

オムツの個別管理をしないことで園職員の業

務負担の軽減を図り、保育業務に専念できる

環境を構築し、保育の質の向上を図る。

完了

2 子育て環境整備 就学前
幼児教育施設マネジメン

ト基本方針の策定

幼児教育施設の状況を把握し、総合的・長期的に

整備管理運営の適正化を図り、中長期的に計画的

な整備を行うための基本方針を作成する

子育て支援課

幼児教育施設の更新、

長寿命化改修などの計

画

4月～

建物の活用状況や老朽化状況を把握し、整備にかか

る基本的な方針を検討する。その方針によって改修

等の整備水準を定め、マネジメント計画を策定する

財政課･

建築営

繕課

園児が安心・安全で継続的に幼児教育施設を

利用できるよう、中長期的に計画的な整備を

行うための基本方針を作成する

進行中

3 子育て環境整備 小・中学校
小中学校等のICT化推進事

業

小中学校から家庭への通知文書類をアプリ

を介した双方向の連絡ツールに移換する。
教育総務課

保護者と教員の情報共

有の負担軽減を図る。
9月～

9月の本格稼働を目指し、7～8月に学校での試

験稼働と研修を行い、合わせて保護者へのPR

を夏休み中に行う。

教員による事務連絡業務を削減し、本来の子

どもと向き合う時間を増加する。
未着手

4 子育て環境整備 高校
学習交流センター整備事

業

　豊かな景観などを生かし、真庭市の観光

産業、サスティナブルで豊かな暮らしの全

国への発信役を担う蒜山地域において、交

流人口及び関係人口と、子どもたちを含め

た地域住民との交流等を可能にする、滞在

可能な学びと交流の拠点を整備し、もって

持続可能な中山間地域づくりを進めてい

教育総務課 令和6年12月竣工 ４月～
・用地測量及び地質調査

・基本・実施設計

教育魅

力化PT

での連

携

・地域が子どもを支える仕組みをつくる。

（蒜山校地コミュニティスクール化）

・子どもたちと多様な人材との出会いの場を

創出する。

・通学困難な生徒の生活環境を整備する。

進行中
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5 子育て環境整備 就学前
民間認定こども園の開設

支援

久世地域に新たに整備を予定している民間

認定こども園について、国の補助制度を活

用して整備費を補助する。

子育て支援課
安心してこどもを育て

る環境を整備する。
4月～

民間認定こども園へ、国・市から整備費を補

助する。
進行中

6 子育て環境整備
就学前～高

校

こどもの居場所づくり事

業

遊び場づくりモデル事業

子どもの遊び場をつくるとともに、遊びに

関わることで、世代を超えた大人のネット

ワークを育む

生涯学習課

こどもの居場所の充実

を図る

子どもを見守る大人を

増やす

６月～

講演会や座談会、遊び場ＭＡＰづくり、モデ

ルプレーパークの開催等を通じ、こどもの居

場所をつくるとともに、子どもの自主的な遊

びを見守るという視点を持った大人を増やす

子育て

支援

課、教

育総務

課

自分の責任で自由に遊ぶ子どもと、それを見

守るまなざしのネットワークづくり
進行中

7 子育て環境整備
就学前～高

校

安心して遊べる場の整備

促進

官民協働によるポケットパーク整備、河川

公園整備
都市住宅課

安心して遊べる場の整

備を図る。
4月～

勝山地内等へのポケットパークの整備、久世

勝山湯原地内の河川公園の充実

都市住

宅課・

建設

課・勝

山振興

局・湯

原振興

局との

連携

真庭の自然あふれる安心で遊べる場、また、

水辺の環境の中で、はぐくむ。
進行中

8 子育て環境整備 子育て世帯や市内企業の　
実態調査分析事業

子育て世帯の家計消費動向や公的支援状況、さ
らには市内企業の労働環境の実態などについて調
査を行い、労働環境や労働条件の改善、効果的
な子育て支援策の検討に役立てます。

産業政策課 子育て世代の労働環境の
整備 ７月～ 子育て世帯及び企業へのへのアンケート調査や基礎

データの分析により効果的な施策を立案する。

子育て
支援課と
連携

子どもが安心して生活できる労働環境を整備するた
めの施策を検討する。 進行中

9 子育て環境整備
就学前～高

校

市営住宅入居時の多子世

帯優遇制度の創設

子育て中の多子世帯（18歳未満の子を３人

以上扶養する者）等市営住宅の入居に関し

て配慮が必要な方を優先的に市営住宅に入

居

都市住宅課
こどもの居住の安定を

図る。
4月～

多子世帯等が市営住宅入居申込みをした場

合、その公開抽選に当たり、抽選回数を優遇

する。

都市住

宅課・

各振興

局と連

携

こどもが安心して暮らせる住環境を整える。 進行中

10 子育て環境整備
妊娠・出産

期～就学前

企業への普及啓発事業の

展開（おかやま子育て支

援企業制度普及拡大）

従業員の子育てや地域における子育てを応

援するための具体的な取組を宣言する「お

かやま子育て応援宣言企業」の普及啓発を

行い、市内の企業や団体等が、子育てを応

援する機運を醸成します。

産業政策課
子育て世代の労働環境

の整備
６月～

商工会を通じて事業のPRチラシ、登録申請書

を配布して登録を促す。

商工会

と連携

企業に具体的な取り組みを促し、従業員の仕

事と家庭の両立を支援する。
進行中

11 子育て環境整備 保育人材の確保促進事業

保育士養成学校（大学）との連携強化、

（連携協定など）により、リクルート活

動、実習受入れ、給付金制度の創設等を通

じた保育士人材の育成・確保につなげ、よ

り良い保育環境を整えます。

子育て支援課 保育人材の確保 5月

保育の質の向上を図るため、大学等との包括

連携協定の締結、保育士定着のための給付制

度の創設に早急に取り組む。

   リクルート活動：５月中に13校訪問予定

（５月19日まで　8校訪問）

総務

課・こ

ども園

等

包括連携協定を締結している大学等の学生

と、食育や子育て支援の取組を検討。
未着手

12 子育て環境整備 就学前 頑張る保育士応援事業

奨学金を用いて保育士等の資格を取得し、

真庭市内に就職した方へ、奨学金返済額の

１/２（上限は年12万円）の補助を行う。

子育て支援課 保育人材の確保・定着 4月～
正規職員や認可外保育施設の勤務者も対象に

含める。

保育人材を確保・定着させることにより、よ

り充実した保育の質向上へと繋げる。
進行中

13 子育て環境整備
就学前～高

校
つどいの広場の運営

就学前の乳幼児と保護者が気軽に集い、交

流しあえる場所の提供。
子育て支援課

子どもの居場所づくり

の確保
4月 北房、落合、久世、勝山、湯原、蒜山で開催

各振興

局

市内に5箇所ある「つどいの広場」について、

新たに勝山地区で1箇所開所。
完了

14 子育て環境整備 小・中学校 放課後児童クラブの整備

保護者が就労等の理由で昼間家庭にいない

児童を放課後に預かり、児童の健全な育成

を図るための委託事業。16クラブを運営

子育て支援課
こどもの居場所の充実

を図る。
6月～

川上小学校の大規模改修と併せて、小学校敷

地内の施設を改修し、川上児童クラブの施設

を整備する。

教育総

務課

子どもの安全が確保できるよう、川上小学校

敷地内の施設を改修し、専用スペースを確保

する。

進行中

15 子育て環境整備 就学前
こども園等のICT化推進事

業

公立こども園職員の業務負担の軽減を図り、保育

業務に専念できる環境を構築し、保育の質の向上

を図るとともに、保護者の利便性を向上させるた

めの保育業務支援システムを導入する。

子育て支援課

Wi-Fiを整備し、保育業

務支援システムを5園に

導入する

4月～
北房、天の川、勝山、八束、川上の各こども

園に導入する。

総合政

策課情

報担当

公立こども園職員の業務負担の軽減を図り、

保育業務に専念できる環境を構築し、保育の

質の向上を図る。

進行中

16 子育て環境整備 小・中学校
真庭こども応援事業（地

域学校協働本部）

「学校を核とした地域づくり」を目的に学

校と地域が連携協働する地域学校協働活動

を実施する

生涯学習課
学校を核とした地域づ

くり
４月～

地域学校協働本部を市内全域で立ち上げ、各

本部に推進員を配置する

学校教

育課、

各振興

局

地域ぐるみで子どもの学びや成長を支えると

ともに学校を核とした地域づくりを行う
進行中

17 子育て環境整備
就学前～

小・中学校
病児保育事業

お子さんが病気のとき、保護者が仕事等の

都合で家庭での保育が困難な際に一時的に

預かり保育する事業。２ヶ所に委託し、運

子育て支援課

保護者が安心して働く

ことのできる環境を整

備。

4月～
2ヶ所運営委託。令和4年度末に増設したた

め、周知啓発に努める。

全振興

局と連

携あり

増設したことにより、北部地域の方の利用促

進や満室お断りの数の減を図る。
進行中
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18 子育て環境整備
就学前～

小・中学校

図書館の子育て支援コー

ナーの充実

・子育て支援コーナーの充実

・児童書等の充実

生涯学習課

図書館振興室
子育ての支援 4月～

・乳幼児向けのお話会毎週(火曜)開催

・児童書等を例年より多く購入する
・保護者の居場所づくり

19 子育て環境整備 就学前 森の日普及推進事業

真庭市立保育園を対象に、３か年計画で

「森の日」を導入する。まずは、津黒いき

ものふれあいの里にて自然保育(木育)の機

会を提供（３年目）

交流定住推進課

親子のふれあいの促

進。シビックプライド

醸成による住みよい地

域づくり

5月～ 5/21、6/11、8/27、10/15実施
蒜山振

興局

幼児期の自然体験がこどもの自己肯定感や探

求心を育む一助
進行中

20 子育て環境整備 小・中学校 山村留学モデル事業

短期山村留学：1泊２日「まにわ里山キャン

プ」余野地区、2泊３日「蒜山こども源流

キャンプ」中和地区

中期山村留学：1週間「蒜山こども源流ステ

イ」中和地区

交流定住推進課

市内小規模校区におけ

る児童生徒数の維持を

行い、真庭市における

交流による関係人口の

増加、学教教育の充実

8月～

短期山村留学：1泊２日「まにわ里山キャン

プ」余野地区、2泊３日「蒜山こども源流キャ

ンプ」中和地区

中期山村留学：1週間「蒜山こども源流ステ

イ」中和地区

蒜山振

興局

真庭市の豊かな自然環境や地域の人たちとの

温

かな人情のふれあいを通じて、心身の健全な

成長の発達を促す。

多様な価値観の創出

進行中

21 子育て環境整備

妊娠・出産

期～小・中

学校

ももっこカード協賛店の

普及拡大（県事業推進）

子育て家庭の方が「ももっこカード」を協

賛店舗で提示すると、割引やポイント割増

等店舗独自のサービスを受けることができ

子育て支援課
ももっこカードの普及

啓発
4月～

親子健康手帳交付時にももっこカードの交付

も合わせて行う。県と連携し協賛店の拡大に

努める。

全振興

局と連

携有り

進行中

22 子育て環境整備
小・中学校

～高校
いのちふれあい事業

中・高校生を対象にした、命の大切さを学

ぶためのふれあい体験学習。各地域それぞ

れの方法で愛育委員と中・高校、健康推進

課が連携して事業を行っている。

健康推進課

命・性の尊さ、育児の

楽しさや大切さを学

ぶ。

４月～

地域の愛育委員と一緒に中・高生が、講話を

聞いて命の大切さを学んだり、妊婦体験や育

児体験を行う。

中・高

校と愛

育委

員、健

康推進

課との

連携

将来を担う中・高生が命の大切さを学び、生

徒自身が愛され、大切にされて育ったことを

感じてもらう。

進行中

23 子育て環境整備 高校 HPV予防接種費用の助成

平成9年4月2日から平成17年4月1日までの

間に生まれた女子を対象に、HPVワクチン

の接種機会を逃した方へ費用の助成を行

健康推進課

定期接種対象者に対し

て接種勧奨通知を行

う。

４月～
対象者に接種勧奨通知を送り、予防接種を受

けた方へ助成を行う。

医療機

関と連

携

子宮頸がんの予防接種勧奨を通して、自身の

健康について見直してもらう。
進行中

24 子育て環境整備 就学前 事業所内保育所推進事業
第3子児童の保育料を無償化する事業所内保

育所へ補助する。
子育て支援課

保育施設利用者の公平

性を図る。
4月～

申請のあった市内の事業所内保育所へ補助金

を交付する。
進行中

25 子育て環境整備 就学前

企業内保育所推進事業

（事業所内保育所等推進
事業）

企業が設置する保育所等に地域枠を設けて

設置企業従業員以外の乳幼児を受入れてい

る企業所内保育所に対する補助を行う（1人

月額5千円）

産業政策課
こどもの居場所の充実

を図る。
4月～

設置企業従業員以外の乳幼児を受入れている

企業所内保育所に対し、1人月額5千円の補助

を行う。

子育て

支援課

と連携

保育の形態の充足を促し、保護者の負担を軽

減を目指す。
進行中

26 子育て環境整備
就業環境向上ステップ

アップ サポート事業

子育てをしながらでも安心して働けるよ

う、事業所に対し啓発活動や環境整備を支

援する。

産業政策課
子育て世代の労働環境

の整備
7月～

市内企業への啓発及び研修会の開催を支援す

る。

企業と

連携

子どもが安心して生活できる労働環境を整備

する企業を支援する。
未着手

27 子育て環境整備
小・中学校

～高校
教育魅力化推進事業

郷育魅力化コーディネータを配置し、地域

の活動を学校での生きた学びに活かしてい

く。これまでの総合学習、探究学習での地

域講師との調整や授業サポートに取組なが

ら、学校・園・家庭・地域までを包括した

伴走支援体制を構築する。

教育総務課

３つの創出

1)学び・遊び

2)大人のつながり

3)居場所と出番

4月～

郷育魅力化CDを活用した地域へのアウトリー

チにより、学校、家庭、地域をつなぐ伴走支

援を実施する。

教育魅

力化PT

での連

携

地域が子どもを支える仕組みをつくる。（地

域学校協働活動、コミュニティスクール）
進行中

28 子育て環境整備 高校 高校魅力化推進事業

市内高校の定員割れが進んでおり、高校の

再々編の危機に直面している。真庭の資源

を活用し、高校における探究授業への支援

や郷育、キャリア教育を通して小中学校と

の連続した学びの環境に取り組み、中学生

に選ばれる高校づくりの取組を行う。

教育総務課 市内高校3校地の存続 4月～

・真庭高校：マイスターハイスクール事業を

通じた事業者連携プログラムの実施。

・勝山高校蒜山校地：学習交流センターの設

計と地域との交流プログラムの構築。

・市内3校地：市内小中括弧との連携事業の構

築。

教育魅

力化PT

での連

携

地元事業者が高校を支える体制を伴走支援す

る。
進行中

29 子育て環境整備 小・中学校
真庭こども応援事業（放

課後こども教室）

主に長期休業中における体験・交流活動を

地域の実情に応じて実施する
生涯学習課

こどもの居場所の充実

を図る

長期休

業中

北房・落合・美甘・湯原・蒜山で実施

（久世・勝山は公民館講座で実施）

各振興

局

体験活動、地域交流、季節行事等を長期休業

中に実施
進行中

30 子育て環境整備 就学前 こども園等の整備促進
老朽化しているこども園等を保育ニーズも

考慮し、再編整備を行う。
子育て支援課

こどもの安全・安心と

保育環境の充実を図

る。

4月～
市内園の老朽化等の状況を把握し、今後の方

向性を検討していく。

31 子育て環境整備
高等職業訓練促進給付金

事業

ひとり親家庭に対し、就職に有利かつ生活

の安定に資する資格の取得を促進し、経済

的自立を図る事業。

子育て支援課
ひとり親の就労や自立

の促進を図る。
4月～

児童扶養手当現況届の際などに、資格取得の

意向がある方に対し、当該事業について周知

する。

全振興

局と連

携

保護者が将来的に経済的自立し、子どもが安

定した生活が送れるように支援する。
進行中
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32 子育て環境整備
就学前～高

校
子育て短期支援事業

保護者の疾病、出産、育児疲れ、冠婚葬祭などの

理由で一時的に家庭で養育することが難しくなっ

た場合に、７日間を限度として児童養護施設で児

童の預かりを行う。

子育て支援課
子育て世帯の負担を軽

減する。
4月～

津山市内の２施設に委託。振興局保健師やは

ぐくみセンターなど関係機関と連携し、支援

が必要な家庭に情報を届ける。

全振興

局と連

携

保護者の負担を軽減し、児童が安全な環境で

過ごすことができるようにする。
進行中

33 子育て環境整備 小・中学校
学校給食地産地消推進事

業

地元食材を学校給食で提供することを通

じ、郷育を推進するとともに地元食材の生

産者の振興を図り、安全安心な学校給食の

安定供給を目指す。

教育総務課学校

給食推進室

地元食材の生産者と学

校をつなぎ、郷育の推

進を図る。

4月～
真庭食材の日を年5回開催。

真庭特産品プラスワンの日を年6回開催。

農業振

興課と

連携有

地域の生産者が連携して子どもの安全安心な

食の提供を行い、給食を通じ地域資源の豊か

さを子どもに伝えていく。

進行中

34 子育て環境整備 就学前 一時保育サービス事業

保護者の疾病や出産、看護等の理由により

一時的に保育をすることが困難な方に、保

育園等で一時的な保育を提供する。

子育て支援課
子育て世帯の負担を軽

減する。
4月～

前年度から引き続き、市内各園での預かりを

行う。

こども

園等

課題となっている保育士不足の解消のため、

保育士人材の育成・確保につながるように、

大学等との連携を強化し、子どもの居場所の

確保に努める。

進行中

35 子育て環境整備 高校
奨学金借入者への企業情

報提供

奨学金借入者のうちUターン減免対象者への

市内企業紹介とUターン減免のPRを行うこ

とで若者の定住と奨学金滞納のリスク軽減

に取り組む。

教育総務課

奨学金借入者の市内へ

のUターンと市内企業へ

の就職促進を図る。

4月～
奨学金借入者にUターン減免情報とともに真庭

企業ガイドを配布する。

産業政

策課と

の連携

有

経済的事情によりこどもが勉学の機会を諦め

ることがないよう無利子での奨学金貸与を行

う。

進行中

4 相談支援 就学前
愛育委員のこんにちは赤

ちゃん訪問

絵本を通して親子のふれあうことを目的に

愛育委員がブックスターﾄの本を持って赤

ちゃん訪問を行う。

湯原振興局

親子のふれあいを促

す。

地域とつながりをも

つ。

4月～
3～4か月ごろを目安に愛育委員が赤ちゃん訪

問を行い、ブックスタートを勧める。

健康推

進課と

連携

乳児期から絵本にふれることの大切さを伝え

る。

地域とのつながりができることで孤立化を防

ぐ。

進行中

8 相談支援 就学前
赤ちゃん訪問（保健師・

助産師

保健師が生後4か月までの乳児（未熟児含

む）のいる家庭を訪問し、母子の健康状態

の確認と子育て支援に関する情報提供等を

行う。

湯原振興局
母子の孤立化を防ぐ支

援を行う。
４月～

4か月までの乳児のいる家庭に保健師が全戸訪

問する。

健康推

進課・

各振興

局と連

携

産後うつが発生しやすい産後3か月未満の訪問

をできるよう調整。子どもがすこやかに成長

できるよう出産早期から母子支援を行う。

9 相談支援
就学前～

小・中学校

愛育委員による親子交流

事業

乳幼児・小学生と保護者を対象に愛育委

員・栄養委員が研修会を開催したり、サロ

ンを行い、親子と地域との交流を行う。

湯原振興局

子どもと保護者、地域

の愛育委員・栄養委員

が繋がりをもち、子育

て支援を行う。

4月～

親子ｸﾗﾌﾞ・愛育委員・栄養委員が年に1回計画

して実施している。

愛育委員・栄養委員が夏休み中にサロンを開

催。

子どもに合わせた体験や学びになる内容の工

夫。地域の人とふれあい、親子で楽しく学べ

る場の提供。

進行中

10 相談支援
就学前～高

校
栄養委員による食育教室

幼児・小学生を対象に栄養委員が中心とな

り「食の体験活動（食育活動）」を通じ

て、健全な食生活の実現につなげるもの。

湯原振興局
こどもの健全な食生活

の実現を図る。
4月～

親子クッキングを夏休みに計画している。

つどいの広場で年2回　手作りオヤツの提供。
こどもに合わせた食育体験の場を実施する。 進行中

12 相談支援 就学前 育児相談

乳児、幼児の発育を確認するとともに、育

児についての正しい理解を深め、母子の健

康の保持増進を図る。

湯原振興局
母子の健康の保持増進

を図る。
４月～

3か月に1回湯原保健福祉ｾﾝﾀｰで育児相談を実

施

保健師・栄養士で子育て・栄養相談、身体計

測を行う。

こどもの成長確認、こどもの成長を促すため

の保健指導、来所された保護者同士の交流を

図り、日頃の居場所としてつどいの広場の紹

介をする。

進行中

4 相談支援 就学前
愛育委員のこんにちは赤

ちゃん訪問

ブックスタートを愛育委員の声かけ活動と

して実施。

保健師の新生児訪問の際、愛育委員の訪問

について了解を得た上で実施。（市内全域

で実施中）

勝山振興局
赤ちゃんと保護者が地

域とつながる。
4月～

愛育委員の訪問の了解が得られた保護者に対

して、勝山支部の愛育委員が、ブックスター

トの本とリーフレットを持って声かけ訪問を

する。

健康推

進課と

連携有

進行中

9 相談支援
就学前～

小・中学校

愛育委員による親子交流

事業
園児を対象にむし歯予防啓発活動を実施。 勝山振興局

園と地域とのつながり

ができ、保護者支援に

もつながる。

6月 愛育委員によるむし歯予防教室の実施。 進行中

10 相談支援
就学前～高

校
栄養委員による食育教室

園児を対象に、調理実習などを通して食育

の大切さを伝える教室を検討中。
勝山振興局

園と地域とのつながり

ができ、保護者支援に

もつながる。

未定 栄養委員による調理実習の実施。 未着手

12 相談支援 就学前 育児相談

隔月で実施。子どもの成長の確認と保護者

の困りごとの相談に対して栄養士・保健師

で対応する。愛育委員が受付や子どもの遊

び相手となり、サポートする。

勝山振興局 保護者の不安軽減。
5月～３

月

勝山つどいの広場の隣会場である、勝山保健

福祉センター2F憩いの部屋で実施。

健康推

進課と

連携有

進行中
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13 子育て環境整備
就学前～高

校
つどいの広場の運営

R5.4.10～開所(勝山保健福祉センター2F遊

ゆうホールにて。月・水・金/週。9:30～

14:30)。毎週イベントを開催し、保護者同

士の交流を図っている。

勝山振興局
子育てしやすいまちづ

くり
R5.4～

つどいの広場利用者を含む、愛育委員による

ベビーマッサージ、栄養委員による食育推進

活動も計画している。

子育て

支援

課、健

康推進

課、各

振興局

子どもの育ちを応援できる内容でイベントを

計画している。(子ども自身が体を動かした

り、自然に触れることができるような活動）

進行中

22 子育て環境整備
小・中学校

～高校
いのちふれあい事業

思春期の健康づくりを目的に、勝山高校ビ

ジネス科3年生を対象に実施。
勝山振興局

思春期の健康と性、命

の大切さを学ぶ。
7月

愛育委員・栄養委員と協同し、赤ちゃん人形

と妊婦スーツを用いた模擬体験を行う。ま

た、子育て中の保護者による体験談や、栄養

委員による食育に関わる話から、命の大切さ

健康推

進課と

連携有

地域の支援者の存在を知ることができる。事

業を通して自らの命の大切さを実感し、将来

への見通しが持てる。

進行中

5
出産・育児・生

活支援
就学前 乳幼児健診

乳幼児の病気の早期発見と予防、及び健康

の保持増進のため医師、歯科医師、歯科衛

生士、臨床心理士、保健師、栄養士、看護

師等が連携して健診を行う。

湯原振興局

乳幼児の病気の早期発

見と予防、保護者の困

りや不安の解消を図

る。

4月～

北部乳幼児健診(年6回）

身体計測、保健相談、内科・歯科診察、ブ

ラッシング指導、心理相談、尿検査、栄養相

談、目の屈折検査等を行う。

愛育委員（蒜山・美甘・湯原支部）から保護

者に年齢にあった玩具とリーフレットを渡

し、声かけ活動を行う。

専門の

他職

種、各

振興

局、愛

育委員

と連携

有

こどもの病気の早期発見や、こどもが健やか

に成長する為の病気の予防、虐待予防を目的

とし、様々な職種の視点で健診をする。

親子でふれあうことの大切さを伝える。

地域の支援者を知ることができる。

進行中

6
出産・育児・生

活支援
就学前 離乳食委教室

保護者の困りや不安感の解消、生活リズ

ム、食習慣及び間食等について、管理栄養

士・栄養士が中心となり、こどもの成長や

発達状況に応じた支援を行うもの。

湯原振興局

保護者の困りや不安感

の解消を図る。

正しい食習慣の定着を

図る。

4月～

年10回開催

こどもを対象に食に関する体験ができるよう

な内容とする。引き続き保護者の困りや不安

感の解消につながる内容とする。

各振興

局と連

携有

こどもを対象に食に関する体験ができるよう

な内容とする。引き続き保護者の困りや不安

感の解消につながる内容とする。

進行中

6 子育て環境整備
就学前～高

校

こどもの居場所づくり事

業

夏休み・冬休みの期間中、湯原小学校の子

どもを対象に「わんぱく学校」を実施

湯原振興局地域

振興課

長期休み期間中に、地

域で子どもたちの育ち

を支援し、食事提供や

学習支援、団らんなど

を通して子どもたちが

安心して過ごすことの

できる「こどもの居場

所づくり」を進める。

７月～
夏休み・冬休みの期間中、湯原小学校の子ど

もを対象に「わんぱく学校」を実施

安心と安全を確保し、自由に遊ぶ事ができる

場所づくり、地域の人と子どもの関わりの中

で、様々な経験が出来るような場づくりを行

う。

進行中

13 子育て環境整備
就学前～高

校
つどいの広場の運営

就学前の乳幼児と保護者が気軽に集い、交

流しあえる場所の提供。 湯原振興局
子育てしやすいまちづ

くり
4月～

月・水・金/週(9：00～16：00)

毎月「遊びの日」「絵本の日」「つどいの日

（育児相談）」を開催し、保護者同士の交流

を図っている。

子育て

支援課

と連携

季節の行事や親子でふれあえる内容を取り入

れ、親子で楽しめるよう工夫している。引き

続き、保護者の子育てへの負担感の緩和を図

り、安心して子育てができる環境を整えてい

く。
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子育て支援関連アンケート結果について

１．アンケート調査概要

令和 4 年 11 月にまとめたロジックツリーに基づき、真庭市の子育て環境・子育て支援策

の充実を図ることを目的としてアンケートを実施しました。

（１）調査概要

① 調査対象：真庭市在住の中学生以下の児童がいる世帯

② 調査期間：令和 4 年 11 月 7 日～11 月 25 日

③ 調査方法：インターネットによる回答

⑤ 回答数：729 人

（２）調査項目

① あなた自身のことについて（回答者の属性）

② 居住意思

③ 子育てについて

（３）アンケート設問と回答方法及び集計方法

アンケート各設問に対し、単純集計を行い、さらにクロス集計（続柄別、居住地域別、世帯

人数別、年齢別、就業形態別、勤務先別）を行い、グラフ等を用いて分析しました。

集計図表等を読む際の留意点は次のとおりです。

・比率（％）はすべて百分率で表し、表示単位未満を四捨五入しているため、比率の数値の

合計が 100.0％にならない場合があります。

・無回答は省いています。

・複数選択の設問の場合、回答は選択肢の有効回答数に対し、それぞれの割合を示していま

す。そのため、合計が 100.0％を超える場合があります。

・図表中の選択肢表記について、場合によっては語句を短縮・簡略化している場合がありま

す。

資料５
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■図表 設問と回答方法

なお、クロス集計は、以下の設問間で実施します。

項目 設問 設問内容 回答方法

①
回
答
者
の
属
性

1 続柄 単一選択回答

2 居住地域 単一選択回答

3-1 世帯人数 単一選択回答

3-2 年齢 単一選択回答

3-3 同居家族の年齢 複数回答

4-1 就業形態 単一選択回答

4-2 勤務先 単一選択回答

4-3 配偶者の就業形態 単一選択回答

4-4 配偶者の勤務先 単一選択回答

②

居住
5 居住意思 単一選択回答

③
子
育
て

6 子育てに関する不安や負担等 複数回答

7 子育てに関する悩みの相談相手 複数回答

8 子育てにおける家計の負担 複数選択回答

9 子育て環境・支援策 単一選択回答

10 子育て支援制度 複数選択回答

11 重点的に取組む事業・施策 複数選択回答

12 期待する事業・施策 複数選択回答

1 続柄

2 居住地域

3-1 世帯人数

3-2 年齢

4-1 就業形態

4-2 勤務先

5 居住意思

6 子育てに関する不安や負担等

7 子育てに関する悩みの相談相手

8 子育てにおける家計の負担

9 子育て環境・支援策

10 子育て支援制度

11 重点的に取組む事業・施策

12 期待する事業・施策

15



２．アンケート集計結果

（１）単純集計

質問 1 こどもにとってのあなたの続柄をお答えください。

（一つだけマークしてください）

こどもにとってのあなたの続柄についてたずねたところ、「父親」が 37.3%、「母親」が

62.6%、「その他（祖母）」が 0.1％となっています。

父親

37.3%

母親

62.6%

祖母

0.1%

（N=729）

質問 1 N ％

父親 272 37.3%

母親 456 62.6%

祖母 1 0.1%

総計 729 100.0%

無回答・無効票 0
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質問 2 あなたのお住まいの地域についてお答えください。

（一つだけマークしてください）

お住まいの地域についてたずねたところ、「落合」が 32.1%で最も多く、次いで「久世」

（28.9%）、「勝山」（12.9%）の順となっています。

北房

7.5%

落合

32.1%

久世

28.9%

勝山

12.9%

美甘

1.4%

湯原

5.3% 蒜山

11.8%

（N=729）

質問 2 N ％

北房 55 7.5%

落合 234 32.1%

久世 211 28.9%

勝山 94 12.9%

美甘 10 1.4%

湯原 39 5.3%

蒜山 86 11.8%

総計 729 100.0%

無回答・無効票 0
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質問 3-1 あなたの世帯人数についてお答えください。

（一つだけマークしてください）

世帯人数についてたずねたところ、「4 人」が 31.1%で最も多く、次いで「5 人」（21.5%）、

「3 人」（19.8%）の順となっています。

2人

3.0%

3人

19.8%

4人

31.1%

5人

21.5%

6人

14.1%

7人

6.3%

8人

2.5%

9人

1.4%

10人以上

0.3%

（N=729）

質問 3-1 N ％

2人 22 3.0%

3人 144 19.8%

4人 227 31.1%

5人 157 21.5%

6人 103 14.1%

7人 46 6.3%

8人 18 2.5%

9人 10 1.4%

10人以上 2 0.3%

総計 729 100.0%

無回答・無効票 0
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質問 3-2 あなたの年齢をお答えください。

（半角数字で入力してください）

年齢についてたずねたところ、「40 代」が 43.3%で最も多く、次いで「30 代」（40.1%）、

「50 代」（8.8%）の順となっています。

10代

0.1%
20代

6.6%

30代

40.1%

40代

43.3%

50代

8.8%

60代

0.5%

70代

0.1%

80代

0.0%

その他

0.4%

（N=729）

質問 3-2 N ％

10代 1 0.1%

20代 48 6.6%

30代 292 40.1%

40代 316 43.3%

50代 64 8.8%

60代 4 0.5%

70代 1 0.1%

80代 0 0.0%

その他 3 0.4%

総計 729 100.0%

無回答・無効票 0
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質問 3-3 あなた以外の同居家族の年齢をお答えください。

（半角数字で入力してください）

同居家族の年齢についてたずねたところ、「0～5 歳」が 470 人で最も多く、次いで「11

～15 歳」（434 人）、「6～10 歳」（431 人）の順となっています。

最も少ないのが「21～25 歳」で 32 人となっています。

注：％は、回答者数（723）で除しているため、合計が 100％とならない。

470 

431 

434 

150 

32 

45 

144 

158 

196 

122 

53 

41 

59 

91 

115 

44 

59 

1 

0 50 100 150 200 250 300 350 400 450 500

0～5歳

6～10歳

11～15歳

16～20歳

21～25歳

26～30歳

30～35歳

36～40歳

41～45歳

46～50歳

51～55歳

56～60歳

61～65歳

66～70歳

71～75歳

76～80歳

81歳以上

答えない

（※複数回答）

（人）

質問 3-3 N ％ N ％

0～5歳 470 65.0% 51～55歳 53 7.3%

6～10歳 431 59.6% 56～60歳 41 5.7%

11～15歳 434 60.0% 61～65歳 59 8.2%

16～20歳 150 20.7% 66～70歳 91 12.6%

21～25歳 32 4.4% 71～75歳 115 15.9%

26～30歳 45 6.2% 76～80歳 44 6.1%

30～35歳 144 19.9% 81歳以上 59 8.2%

36～40歳 158 21.9% 答えない 1 0.1%

41～45歳 196 27.1% 総計 723

46～50歳 122 16.9% 無回答・無効票 6
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質問 4-1 あなたの就業形態について、あてはまるものを選択してください。

（一つだけマークしてください）

就業形態についてたずねたところ、「正規の職員・社員」が 60.6%で最も多く、次いで「パー

ト・アルバイト」（22.2%）、「事業を経営している」と「専業主婦・主夫」（共に 6.9%）

の順となっています。

質問 4-1 N ％

正規の職員・社員 442 60.6%

パート・アルバイト 162 22.2%

事業を経営している 50 6.9%

家業を手伝っている 25 3.4%

専業主婦・主夫 50 6.9%

総計 729 100.0%

無回答・無効票 0

正規の職員・社員

60.6%

パート・アルバ

イト

22.2%

事業を経営し

ている

6.9%

家業を手

伝っている

3.4%

専業主婦・主夫

6.9%

（N=729）
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質問 4-2 あなたのお勤め先の業種をお答えください。

（一つだけマークしてください）

勤務先についてたずねたところ、「医療・福祉」が 20.6％で最も多く、次いで「サービス

業」（16.3%）、「製造業」（15.7%）の順となっています。

その他の意見としては、学校・教育関係、ＩＴ、情報通信等です。

農林漁業

5.5% 建設業

5.9%

製造業

15.7%

サービス業

16.3%

運輸業

3.8%

卸売業・小売

業・飲食店

9.1%

金融業・保険業・

不動産業

3.8%

医療・福祉

20.6%

公務員

8.7%

その他

10.6%

（N=728）

質問 4-2 N ％

農林漁業 40 5.5%

建設業 43 5.9%

製造業 114 15.7%

サービス業 119 16.3%

運輸業 28 3.8%

卸売業・小売業・飲食店 66 9.1%

金融業・保険業・不動産業 28 3.8%

医療・福祉 150 20.6%

公務員 63 8.7%

その他 77 10.6%

総計 728 100.0%

無回答・無効票 1

22



質問 4-3 配偶者の就業形態について、あてはまるものを選択してください。

（一つだけマークしてください）

配偶者の就業形態についてたずねたところ、「正規の職員・社員」が 63.4%で最も多く、

次いで「パート・アルバイト」（11.8%）、「事業を経営している」（9.8%）の順となって

います。

その他の意見としては、配偶者はいない、無職、失業中等です。

正規の職員・社員

63.4%

パート・アル

バイト

11.8%

事業を経営し

ている

9.8%

家業を手伝って

いる

2.6%

専業主婦・主夫

3.8%
その他

8.6%

（N=685）

質問 4-3 N ％

正規の職員・社員 434 63.4%

パート・アルバイト 81 11.8%

事業を経営している 67 9.8%

家業を手伝っている 18 2.6%

専業主婦・主夫 26 3.8%

その他 59 8.6%

総計 685 100.0%

無回答・無効票 44
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質問 4-4 配偶者のお勤め先の業種をお答えください。

（一つだけマークしてください）

配偶者の勤務先についてたずねたところ、「製造業」が 23.5％で最も多く、次いで「医療・

福祉」（17.1%）、「サービス業」（12.2%）の順となっています。

その他の意見としては、配偶者はいない、団体職員、専業主婦等です。

農林漁業

6.6%

建設業

10.5%

製造業

23.5%

サービス業

12.2%

運輸業

4.9%

卸売業・小売

業・飲食店

8.2%

金融業・保険業・

不動産業

2.8%

医療・福祉

17.1%

公務員

4.9%

その他

9.4%

（N=638）

質問 4-4 N ％

農林漁業 42 6.6%

建設業 67 10.5%

製造業 150 23.5%

サービス業 78 12.2%

運輸業 31 4.9%

卸売業・小売業・飲食店 52 8.2%

金融業・保険業・不動産業 18 2.8%

医療・福祉 109 17.1%

公務員 31 4.9%

その他 60 9.4%

総計 638 100.0%

無回答・無効票 91
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質問 5 真庭市に住み続けたいですか。

（一つだけマークしてください）

居住意思についてたずねたところ、「住み続けたい」が 42.1％で最も多く、次いで「でき

れば住み続けたい」（31.0%）、「わからない」（20.3%）の順となっています。

「そうは思わない」は、最も低く 6.6％となっています。

「そうは思わない」理由をお答えください。

「そうは思わない」理由についてたずねたところ、48 人の回答がありました。

【生活の利便性が悪い】では、「田舎で不便。」「車がないと生活が難しい。」「買い物も

病院も不便。」等の意見がありました。

【子育て環境・支援策が不十分】では、「子どもが遊べる公園や遊具が少ない。」「進路を

選択する時、行きたい高校が真庭市内にない。」「他の地域に比べ子どもに対しての支援など

が充実してない。」「通学できる高校、大学が限られる、買い物や習い事が不便。」等の意見

がありました。

意見の分類 件数

生活の利便性が悪い 18

子育て環境・支援策が不十分 14

施設（病院、飲食店、店舗）がない 3

その他 13

計 48

住み続けたい

42.1%

できれば住み

続けたい

31.0%

わからない

20.3%

そうは思わない

6.6%

（N=729）

質問 5 N ％

住み続けたい 307 42.1%

できれば住み続けたい 226 31.0%

わからない 148 20.3%

そうは思わない 48 6.6%

総計 729 100.0%

無回答・無効票 0

25



質問 6 子育てに関して、日頃悩んでいること、また不安や負担・気になっていることが

あればお答えください。

（該当するものすべてを選択してください）

子育てに関して、日頃悩んでいること、また不安や負担・気になっていることについてたず

ねたところ、「小さな子どもにとって安全な遊び場がない」が 37.0％で最も多く、次いで「出

産・育児にお金がかかりすぎる」（35.9％）、「仕事と子育ての両立が難しい」（31.3％）

の順となっています。

注：複数回答のため、合計が 100％とならない。

8.0%

4.4%

31.3%

35.9%

4.3%

4.7%

17.8%

37.0%

19.9%

5.1%

26.3%

17.7%

8.8%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

子どもの育て方、接し方がわからない

家族の協力が得られない

仕事と子育ての両立が難しい

出産・育児にお金がかかりすぎる

不安や悩みを相談する相手がいない

子育ての大変さを周囲の人にわかってもらえない

保育サービスが十分でない

小さな子どもにとって安全な遊び場がない

子どもが病気の時、預かってくれるところがない

子育ての仲間がいない

自分の時間が取れず、自由がない

特にない

その他

（N=729）

質問 6 N ％

子どもの育て方、接し方がわからない 58 8.0%

家族の協力が得られない 32 4.4%

仕事と子育ての両立が難しい 228 31.3%

出産・育児にお金がかかりすぎる 262 35.9%

不安や悩みを相談する相手がいない 31 4.3%

子育ての大変さを周囲の人にわかってもらえない 34 4.7%

保育サービスが十分でない 130 17.8%

小さな子どもにとって安全な遊び場がない 270 37.0%

子どもが病気の時、預かってくれるところがない 145 19.9%

子育ての仲間がいない 37 5.1%

自分の時間が取れず、自由がない 192 26.3%

特にない 129 17.7%

その他 64 8.8%

総計 729

無回答・無効票 0
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質問 7 子育てに関する悩みをどのような人・機関に相談しているかお答えください。

（該当するものすべてを選択してください）

子育てに関する悩みを相談する人・機関についてたずねたところ、「配偶者」が 70.0％で

最も多く、次いで「友人（子育て中の仲間など）」（61.2％）、「実父母、義父母などの親族」

（55.8％）の順となっています。

注：複数回答のため、合計が 100％とならない。

70.0%

55.8%

61.2%

7.3%

4.8%

2.3%

6.3%

16.2%

15.0%

0.4%

1.6%

4.9%

4.5%

3.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

配偶者

実父母、義父母などの親族

友人（子育て中の仲間など）

近所の人

発達発育支援センター

子育て世代包括支援センター（はぐくみセンター）

市の相談窓口（保健師・各種相談事業など）

保育園・こども園・幼稚園

小学校・中学校

愛育委員

子育てサポーター

医療機関、助産院

相談する人・機関がない

その他

（N=729）

質問 7 N ％

配偶者 510 70.0%

実父母、義父母などの親族 407 55.8%

友人（子育て中の仲間など） 446 61.2%

近所の人 53 7.3%

発達発育支援センター 35 4.8%

子育て世代包括支援センター（はぐくみセンター） 17 2.3%

市の相談窓口（保健師・各種相談事業など） 46 6.3%

保育園・こども園・幼稚園 118 16.2%

小学校・中学校 109 15.0%

愛育委員 3 0.4%

子育てサポーター 12 1.6%

医療機関、助産院 36 4.9%

相談する人・機関がない 33 4.5%

その他 24 3.3%

総計 729

無回答・無効票 0
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質問 8 子育てでは、どのようなことが家計の負担になっていますか。

（3 つまで選択してください）

子育てにおける家計の負担についてたずねたところ、「おむつ、衣服等の生活必需品の費用」

が 30.9％で最も多く、次いで「塾や習い事の費用」（28.5％）、「高校の進学・通学の費用」

（28.1％）の順となっています。

注：複数回答のため、合計が 100％とならない。

17.1%

21.1%

8.9%

12.2%

28.1%

15.6%

28.5%

22.6%

30.9%

3.7%

8.8%

11.9%

5.2%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0%

幼稚園・保育園・こども園の費用

学用品費

修学旅行費

学校給食費

高校の進学・通学の費用

クラブ活動費（スポーツ少年団、部活動等）

塾や習い事の費用

ミルク代、食費

おむつ、衣服等の生活必需品の費用

医療費

娯楽費

特に負担になっていることはない

その他

（N=729）

質問 8 N ％

幼稚園・保育園・こども園の費用 125 17.1%

学用品費 154 21.1%

修学旅行費 65 8.9%

学校給食費 89 12.2%

高校の進学・通学の費用 205 28.1%

クラブ活動費（スポーツ少年団、部活動等） 114 15.6%

塾や習い事の費用 208 28.5%

ミルク代、食費 165 22.6%

おむつ、衣服等の生活必需品の費用 225 30.9%

医療費 27 3.7%

娯楽費 64 8.8%

特に負担になっていることはない 87 11.9%

その他 38 5.2%

総計 729

無回答・無効票 0
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質問 9 真庭市の子育ての環境や支援策についてどう感じていますか。

（一つだけマークしてください）

真庭市の子育ての環境や支援策についてたずねたところ、「どちらかといえば満足している」

が 45.7％で最も多く、「満足している」（5.6％）も含めると、半数以上のひとが満足と感じ

ている結果となっています。

「満足していない」理由をお答えください。

「満足していない」理由についてたずねたところ、102 人の方から 123 件の回答があり

ました。

【子育て・教育環境】では、「子育て世代にもっと予算をとって欲しい。」「給食を充実さ

せてほしい。」「子育て相談など、あるのかもしれませんが、知らない人が結構いると思いま

す。もう少し、行きやすい環境作りをしてもらいたい。」「真庭内の高校の通学費用は一緒に

意見の分類 件数

子育て・教育環境 27

金銭的な支援 23

支援策の内容 22

医療費・保育料 13

公園・遊び場 10

学童・児童クラブ、子どもを預ける環境 8

その他 20

計 123

満足している

5.6%

どちらかといえ

ば満足している

45.7%

どちらかとい

えば満足して

いない

34.7%

満足してい

ない

14.0%

（N=729）

質問 9 N ％

満足している 41 5.6%

どちらかといえば満足している 333 45.7%

どちらかといえば満足していない 253 34.7%

満足していない 102 14.0%

総計 729 100.0%

無回答・無効票 0
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すべき。」「保育園入園できない問題を解決されない。」「夜間・休日救急対応している小児

科病院が市内に存在しない。」等の意見がありました。

【金銭的な支援】では、「子育てに関する金銭的な支援が少ない。」「養育費と児童扶養手

当てをもらえてないので、ひとり親への補助をもう少ししてもらえたらと常思います。」「シ

ングルマザー、非課税世帯には多く支援があるが子どもの人数でも見てほしい。」「他の市町

村ではオムツ代など市が負担してくれているのに真庭市にはない。」「高校からお金がたくさ

んいるのに支援があんまりない。」「4 人も子どもがいるところにはもっと免除してほしい。」

「中学生からがお金がかかるのに支援がなくなる。」等の意見がありました。

【支援策の内容】では、「同居だからと支援してもらえなくなった。」「ひとり親や子育て

家庭へのサポートが不十分である。」「シングルマザーでも手当を受けられないものがある。」

「子育て世帯の経済的支援を手厚くして欲しい。共働き世帯の支援を手厚くしてほしい。」「母

子家庭への援助が限られている。収入の少ない家庭にしか援助がない。」等の意見がありまし

た。

【医療費・保育料】では、「医療費の公費負担を高校生までにしてほしい。」「保育料が高

い。」等の意見がありました。

【公園・遊び場】では、「遊ぶ場所や遊具が少ない。」「津山にあるおもちゃ大使館のよう

な未就学児が無料で体験的な遊びやおもちゃを使える所がなく、大きい子しか遊べないような

遊び場しかない。」等の意見がありました。

【学童・児童クラブ、子どもを預ける環境】では、「夏休み等長期休暇の際の学童がない。

また、制限があり利用しにくい。」「日曜日や祝日などに子どもの預け先がない。」「気軽に

預けられる一時保育がない。」「学童クラブの会費が高い。」等の意見がありました。
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質問 10 市の子育てに関する支援制度のうち、あなたが利用してよかった・助かったと思

うものをお答えください。

（3 つまで選択してください）

市の子育て支援制度のよかった・助かった点についてたずねたところ、「医療費助成」が

77.2％で最も多く、次いで「保育料の減免、無償化（第 3 子以降）」（38.3％）、「乳幼児

健診」（32.2％）の順となっています。

注：複数回答のため、合計が 100％とならない。

4.4%

32.2%

6.7%

0.7%

1.5%

77.2%

38.3%

5.6%

13.7%

2.5%

4.0%

22.4%

0.8%

9.6%

2.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

妊産婦ケア事業（宿泊型・日帰り型・ママと赤ちゃんのためのおっ

ぱい相談）

乳幼児健診

保健師等による各種相談事業（育児相談、ライン相談、すこやか相

談等）

愛育委員による訪問活動

子育て支援サポーター派遣事業

医療費助成

保育料の減免、無償化（第3子以降）

就学支援（真庭学習塾、奨学金など）

子育て支援拠点事業（つどいの広場、各種子育て広場・サロン事業

など）

預かり保育サービス

病児保育事業

放課後児童クラブ

就労支援サービス（市内就職者への奨学金返還免除、企業情報提供

など）

乳児への絵本・木のおもちゃのプレゼント

その他

（N=729）

質問 10 N ％

妊産婦ケア事業（宿泊型・日帰り型・ママと赤ちゃんのためのおっぱい相談） 32 4.4%

乳幼児健診 235 32.2%

保健師等による各種相談事業（育児相談、ライン相談、すこやか相談等） 49 6.7%

愛育委員による訪問活動 5 0.7%

子育て支援サポーター派遣事業 11 1.5%

医療費助成 563 77.2%

保育料の減免、無償化（第3子以降） 279 38.3%

就学支援（真庭学習塾、奨学金など） 41 5.6%

子育て支援拠点事業（つどいの広場、各種子育て広場・サロン事業など） 100 13.7%

預かり保育サービス 18 2.5%

病児保育事業 29 4.0%

放課後児童クラブ 163 22.4%

就労支援サービス（市内就職者への奨学金返還免除、企業情報提供など） 6 0.8%

乳児への絵本・木のおもちゃのプレゼント 70 9.6%

その他 17 2.3%

総計 729

無回答・無効票 0
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質問 11 真庭市が安心して子育てできる地域となるために、市が重点的に取り組む必要

があると思う事業・施策をお答えください。

（5 つまで選択してください）

市が重点的に取り組む必要があると思う事業・施策についてたずねたところ、「子どもたち

が安心して遊べる場所の整備」が 43.9％で最も多く、次いで「子育てに関する経済的負担軽

減」（39.6％）、「児童手当、児童扶養手当の毎月支給」（39.1％）の順となっています。

注：複数回答のため、合計が 100％とならない。

5.9%

4.8%

16.7%

3.8%

29.1%

16.0%

24.3%

7.7%

25.9%

15.0%

16.3%

2.3%

6.3%

39.1%

5.6%

43.9%

15.1%

13.0%

8.2%

4.3%

17.1%

39.6%

25.5%

5.6%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0% 45.0% 50.0%

相談支援事業の充実

配偶者の子育て支援参加を促す取組（育児教室や各種イベントなど）

社会全体で子育てを支援する雰囲気・環境づくり（各種啓発事業や子育て支

援に協力いただく店舗の登録制度など）

子育て支援サポーター事業、妊産婦ケア事業の拡充

幼稚園・保育園・こども園での延長保育、一時保育、おむつの支給・廃棄

サービス

幼稚園・保育園・こども園の施設整備、統廃合

放課後児童クラブの充実

夜間に子どもを預かってくれる環境の整備・充実

休日・祝日に子どもを預かってくれる環境の整備・充実

病児保育など病気の子どもや病気回復期にある子どもを預かってくれる環境

の整備・充実

おむつなどベビー用品の支給

離乳食などの宅配サービス

ベビー用品のレンタル事業

児童手当、児童扶養手当の毎月支給

保護者同士が集まることのできる場所の整備

子どもたちが安心して遊べる場所の整備

産休・育休の取得促進など、子育てしやすい職場環境づくりの支援

企業情報の提供や仕事のあっせんなど育児をしながら働くことのできる環境

の整備

子育て支援に関する情報を入手しやすい環境の整備

子ども食堂の設置・運営

子どもの学習支援（公営塾など）

子育てに関する経済的負担軽減

小児科医療の充実

その他

（N=729）
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注：複数回答のため、合計が 100％とならない。

質問 11 N ％

相談支援事業の充実 43 5.9%

配偶者の子育て支援参加を促す取組（育児教室や各種イベントなど） 35 4.8%

社会全体で子育てを支援する雰囲気・環境づくり（各種啓発事業や子育て支援に協力いただく店舗の登録制度など） 122 16.7%

子育て支援サポーター事業、妊産婦ケア事業の拡充 28 3.8%

幼稚園・保育園・こども園での延長保育、一時保育、おむつの支給・廃棄サービス 212 29.1%

幼稚園・保育園・こども園の施設整備、統廃合 117 16.0%

放課後児童クラブの充実 177 24.3%

夜間に子どもを預かってくれる環境の整備・充実 56 7.7%

休日・祝日に子どもを預かってくれる環境の整備・充実 189 25.9%

病児保育など病気の子どもや病気回復期にある子どもを預かってくれる環境の整備・充実 109 15.0%

おむつなどベビー用品の支給 119 16.3%

離乳食などの宅配サービス 17 2.3%

ベビー用品のレンタル事業 46 6.3%

児童手当、児童扶養手当の毎月支給 285 39.1%

保護者同士が集まることのできる場所の整備 41 5.6%

子どもたちが安心して遊べる場所の整備 320 43.9%

産休・育休の取得促進など、子育てしやすい職場環境づくりの支援 110 15.1%

企業情報の提供や仕事のあっせんなど育児をしながら働くことのできる環境の整備 95 13.0%

子育て支援に関する情報を入手しやすい環境の整備 60 8.2%

子ども食堂の設置・運営 31 4.3%

子どもの学習支援（公営塾など） 125 17.1%

子育てに関する経済的負担軽減 289 39.6%

小児科医療の充実 186 25.5%

その他 41 5.6%

総計 729

無回答・無効票 0
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質問 12 経済的負担軽減として期待する事業・施策があればお答えください。

（3 つまで選択してください）

経済的負担軽減として期待する事業・施策についてたずねたところ、「医療費無料化の拡大」

が 53.6％で最も多く、次いで「高校の進学・通学関連経費への支援」（50.5％）、「給食費

の減免・無償化」（33.7％）の順となっています。

注：複数回答のため、合計が 100％とならない。

33.1%

53.6%

24.0%

33.7%

12.8%

26.3%

50.5%

6.3%

11.7%

3.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

保育料の減免・無償化の拡大

医療費無料化の拡大

放課後児童クラブ利用料の減免・無料化

給食費の減免・無償化

在宅で育児を行う方への支援金の給付

習い事や部活動など就学関連経費への支援

高校の進学・通学関連経費への支援

子育てに必要な資金の貸付け

出産費用への支援（出産一時金の増額）

その他

（N=729）

質問 12 N ％

保育料の減免・無償化の拡大 241 33.1%

医療費無料化の拡大 391 53.6%

放課後児童クラブ利用料の減免・無料化 175 24.0%

給食費の減免・無償化 246 33.7%

在宅で育児を行う方への支援金の給付 93 12.8%

習い事や部活動など就学関連経費への支援 192 26.3%

高校の進学・通学関連経費への支援 368 50.5%

子育てに必要な資金の貸付け 46 6.3%

出産費用への支援（出産一時金の増額） 85 11.7%

その他 26 3.6%

総計 729

無回答・無効票 0
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質問 13 市の子育て支援について、御意見・ご提案があればお書きください。

市の子育て支援について、御意見・ご提案についてたずねたところ、308 人の方から 353

の回答がありました。

「子育て・教育環境全般」に関する御意見・ご提案が最も多く、次いで「支援策の内容」「公

園・遊び場」の順となっています。

以下に分類毎の代表的な意見について示します。

意見の分類 件数

子育て・教育環境全般 92

支援策の内容 61

公園・遊び場 39

子どもを預ける環境 36

金銭的な支援 24

医療費無償化 14

病院・医療 10

保育料 7

保護者の働く環境 7

保育士の人数 7

支援策等の情報 6

その他 50

計 353
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【子育て・教育環境全般】

番号 御意見・ご提案

1

子どもが小さい頃サポート愛さんには大変お世話になりました。違う県から結

婚で真庭市に来ましたので友達もおらず、不安でいっぱいでしたが、サポート

愛さんに支えて頂き、友達もでき、今があります。このような場所の活動やス

タッフ支援をして頂けると、本当に嬉しく思います。

2
おむつの持ち帰り廃止・廃棄の取り組みを市で早く取り組んでほしい。園にも

意見したが持ち帰りは健康チェックのためと言われただけだった。

3 登下校時の見守りをボランティアでは無く有償化して充実させて欲しいです。

4

こども園の入園申込みや児童手当の申込み等、必要な申請書類はオンラインで

申込みできるようにしてほしい。

また、マイナカードを活用して申請書類の簡略化を図ってほしい。

5 子どもが参加出来る体験型イベントがあると良い

6

真庭市といっても例えば落合と蒜山では環境が大きく異なり、育児に関わる環

境も当然違います。真庭市全体としての一律支援は中途半端にもなりかねない

ので、それぞれの地域ごとに異なる支援や対策をそれぞれが決めて、真庭市と

してはそれをサポートする形にしたほうがよいと思います。

7

もっと、子どもを産んでも安心して育てられる環境を作ってもらいたい。

今のままでは、産んでも生活が苦しいから、結婚もしたくないって子が増える

と思う。産んでもお金ばっかりかかって、貯金も出来ないし、1 人の方が楽で

いいってなると思う。

もっと行政がしっかり考えないと子どもは増えないと思う。

若い人は都会に行ってしまって、帰ってきたいと思えないと思う。

8

提案です。

妊娠したときから、一人の保健師さんや看護師さんがケアマネジャーとして関

わる。ケアマネジャーとして妊婦さんに定期的に電話訪問実施。例えば妊娠中

期と後期の 2 回くらい、産後出生届を出してから 1 か月くらいまでに 1 回、

乳児健診の促しの時、その後年に 1〜2 回。

相談先がはっきりしていれば、こちらもすぐに相談できるし真庭市も母子のこ

とがもっとくっきり見えてくる。お互いに win-win。医療機関や保育園も問題

ある時すぐにずっと見ているケアマネジャーがいれば相談しやすく必要な対

策が必要な時に問題解決に踏み切れる。

9

子育てや家庭のことで男性が相談しやすい場所が欲しい。女性の相談窓口・マ

マの育児相談窓口等必要なのはごもっともだしわかる話ではあるが、相談した

いのは男性も一緒。むしろ他者に言わず我慢して溜め込みやすい分、吐き出す

場所は欲しいところ。父親だって人間、言いたいことはある。

10

発達支援施設、保育園、小学校を真庭市に作ってほしい。

発達障害の子が増えます。

ピタゴラスだけじゃなく。

保育園、小学校から大人までの施設を開設してほしいです。

11
支援を必要とする子どもを、乳幼児検診でしっかり見つけて把握、援助する。

コロナ禍で保健師さんとの話の時間が短くなっている。

12

こども園整備について、地域格差があるのが気になります。北房はかなり恵ま

れた環境だと思います。

真庭地域の幼少期は、子育てしやすい環境だと思います。ただ、高校進学時期

になると、市外に出る子も多く、やはり県南のほうが高校もたくさんの科から
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選べ、交通の便も良く、店も病院も困らないので、高校進学を機に真庭市から

出て帰ってこないのが現状だと思います。

ある程度の品物がそろうショッピングセンター、せめて平日くらいは毎日どの

科も受診ができる病院が無いと、これからも真庭市の人口は減り続けると思い

ます。まず産婦人科がひとつというのは大問題です。高速アクセスが良い割に

人口が減るのは、そこに問題があるからです。

総社市などは、そのあたりが不自由なく揃っており、移住者が多いのも納得で

きます。

13 子育て家庭の愛育委員に任命されるのは原則として免除してもらいたい。

14

真庭市で、「しっかり五感を使って、思いっきり身体を動かして遊び、味覚を

育てる美味しいごはんをしっかり食べて、ぐっすり眠る」という、本来の力を

発揮できる子育て環境になることを切に願います。

発育発達に関して、8 歳までに前頭葉の 8 割が育つと言われています。健康に

育つことはもちろん、思考力や判断力、集中力、感情のコントロールなど、生

きていく上で基礎になるところをきちんと育てることが、豊かな人間の育成と

して、必要とされているのではないでしょうか？

また、今は祖父母も働いている時代です。介護は保険制度もあり、とても手厚

いのに、産後の身も心もボロボロな母の為のサポートは、あまりにも少なすぎ

ます。
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【支援策の内容】

番号 御意見・ご提案

1
高校通学時にまにわ君を利用するので、定期券などの発行や回数券以外の割

引、電子マネーの利用可などがあれば嬉しいです。

2

子育てをしてきた感覚からですと、やはり幼保、小学校、中学校と全てにおい

て必要最低物品を無料で提供して欲しい。体操服、制服、学習関連物品。予備

や複数購入などは各自で負担するとして、入園セットとか入学セットとかいっ

た感じで一式準備してもらえれば大変素晴らしいと思います。注文時はサイズ

指定とオプションで追加購入分の追加料金といった感じ。あとは各学年次に必

要最低物品の提供。この準備に出費と手間が無いだけでもかなり大きな支援に

なると思います。

是非真庭の明るい未来のためにご検討下さい。

3

真庭市応援券をまた、してほしいです。シングル家庭です。でも、家族を扶養

にとってるからと児扶が数千円減額されました。そうゆう面での支援を検討し

てほしいです。

4
どの地区もサービスや制度が利用しやすくしてほしい。北部は子育てする上で

不便なことが多い。

5

貧困家庭への手厚い支援を、市からの情報を流し、自動的に支援してもらえる

システムなど、自ら支援の手をかりようとされない人でも、支援の手が自然と

届くように取り組んでほしい。

バランスのとれた食事が毎日満足に食べられるように、食材の無償提供 配食

サービス、子ども食堂を充実させてほしい。

親子揃っての必要な食べ物を選択できる能力を培えるように環境を整えてほ

しい。

6

子どもがやりたい事は親としては応援してあげたい気持ちはありますが、金銭

面で我慢をさせないようなことも、支援があればいいなと思いますます。

シングル、非課税ばかりに目がいっていますが、課税世帯でも子どもが多くい

ればそれなりの出費がかかります。平等に見て欲しいなと思います。

将来子どもたちが真庭市で子育てをしたいと思えるような市であってほしい

と思います。

7

大学に行くための支援をしてほしい。経済状況によって難しくなるので。幼児

の頃より中学、高校になってからの方が経済的に厳しくなるのに、高校生にな

ると児童手当もなくなるし、医療の無償化もなくなる。その辺をもっと充実さ

せてほしい。

8
第 3 子からの支援ではなく第 1 子からの支援も考えて欲しい。

多く子どもが欲しくても出来ない家庭もある。

9

経済的な負担も 1 人親というのもあり大変なのでもっと支援していただきた

いです。障害を持つ子どもの相談場所などもっと広がったらいいなと思いま

す。

10
習い事への補助金制度を設け、子育てしやすい環境を整えるとともに、人口の

質的向上を実現させてほしい。

11
医療費無料の影響で過度な医療受診が起こる為、少しは費用負担があった方

が・・

12 学校給食を完全無償化にして欲しい。

13 中、高校生への支援を更に拡大して頂けるとありがたいです

38



【公園・遊び場】

【子どもを預ける環境】

番号 御意見・ご提案

1 牧場公園に遊具を設置してください

2

北房呰部在住です。旧呰部小学校の取り壊しが決まっており、現状更地に戻す

とのことです。北房には遊具が充実した公園がなく、跡地が子どもたちが集っ

て遊べる公園に生まれ変われば、子どものみならず、その親や地域の方との集

いの場になるのではと心の隅で思っております。ご検討よろしくお願い致しま

す。

3 大きな遊具のある公園があるといいなと思います

4
小さくてもいいから遊びやすい公園が近くにあり、近所の人と触れ合ってその

中で保護者同士子ども同士関われる環境がある事。

5 小さい子どもが休日や雨でも中で安全に遊べる施設を増やしてほしい、

6

遊具が充分に設置された公園等が著しく少なく、蒜山地区においては通いやす

い場所に存在しない。

このため子ども達や子連れの保護者たちが自然と集うような場所がなく、保護

者間のコミュニティー形成のしづらさにも繋がっている。

7
遊具がある公園は少なく、久世にも落合か勝山のような大きい公園があったら

いいなと思う。

8 子ども達が遊べる公園や、中高生がスケートボードなどできる施設整備。

9 3 歳以下の子どもが安心して遊べる広い場所や遊具が無い。

番号 御意見・ご提案

1
土曜日曜、放課後に子を預かってくれて保護者がどんな仕事でも安心して働け

るような支援、環境整備をお願いします。

2 保育園の預かり時間を 7 時にしてほしい。

3
一時預かりを充実させて欲しい(子育て支援センターが真庭市にないのは、な

ぜですか？)

4
0.1.2歳児の受け入れの強化をする為もう少し受け入れ枠を増やすよう努力し

てほしい。

5

子育て支援として保育園等の延長保育や病児保育などがあげられていますが、

利用する条件などをもっと厳しくするべきだと思います。本当に困っている人

にはとても助かると思いますが、親が子どもと向き合おうとする時間と気持ち

が減るのでは、と感じます。

6 過疎地での病児保育の充実

7
学童施設を小学校内（隣地）に提供してほしい。また、運営主体の公営化も検

討してほしい。

8

どの保育園でも去年までのように土曜日保育をしてもらいたい。今年から何も

説明もなく土曜日は違う保育園で保育する事になるとの事でとても困惑した。

それが子どものためになるようなことが説明にあり、本当にそう思っているの

ならとても憤りを感じた。

地域で人数の差がでるのは仕方ないが地域で保育の質の格差がありすぎでは

ないか。
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【金銭的な支援】

【医療費無償化】

【病院・医療】

番号 御意見・ご提案

1

共働きをしていてもお金はかかります。来年は入学、働いても働いても余裕が

ありません。制服とかシューズなど学用品を無償化になればいいなと強く願い

ます。買う余裕がないのも現実です。お祝いなどでまかなってなすがそれだけ

じゃ足りないくらい。学用品の補助を切に願います。

2 児童手当を高校生まで拡大してほしい

3

子ども手当、扶養手当がない 4 月、8 月、12 月をどうにかしてもらいたい。

1 番いる月に手当がないのは辛すぎる。アパート住みですが、家賃の援助など

も考えて頂きたい。

4
非課税世帯や自宅保育している世帯のみではなく課税世帯、保育園など学校に

通わせている世帯にも給付金があれば嬉しいです。

5 オムツやミルクの助成をしてほしい。

6
いちばん困っているのは金銭的なことなので、医療費補助の拡大や高校進学へ

の補助などあると大変助かります。

7 年の差兄弟の第 3 子でも児童手当を第３子扱いしてほしい

8
子どもが多いところは、収入が少し多くてもかかる費用はそれ以上です。児童

手当は収入関係なしでお願いします

9
子どもの人数が多い家庭に、手当てが多くなるようになれば喜ばれると思いま

す。

番号 御意見・ご提案

1 高校生も医療費無償化を早めに検討していただければと思います。

2 乳幼児医療を高校卒業までに、してほしい

3 医療費無料化を高校卒業までして拡大して欲しい

4

医療費が無料なのは本当に助かってます。出来れば高校卒業まで無料ならもっ

と嬉しいです。

子どもは大きくなるにつれてお金がかかるのに、高校から医療費がかかるし、

毎月の学校徴収金や寮費が高くて苦しいです。中学、高校に関係した補助や減

額、現金支給などがもっとあれば助かります。

番号 御意見・ご提案

1

夜間子どもを診察してくれる病院がない

火傷、発熱しても真庭市の病院は診察してくれない

そのたびに津山まで高速使って行くのは大変。

2 夜間小児救急

3
湯原温泉病院に小児科があれば、通院にかかるガソリン代や時間がかなり節約

できると思います。

4 小児医療を充実して欲しいです。

5 産婦人科が少なすぎる。
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【保育料】

【保護者の働く環境】

番号 御意見・ご提案

1

3 歳以下の子でも保育料を無償にしてほしい。体調不良で欠席も多いのに月の

保育料を満額支払いが嫌。一部返金等あれば嬉しい。小さい子は休みがちで月

の半分も登園できてないことがある為。

2 3 歳以下も保育料を無償化してほしい

3
保育料を一律無償にすることでもっと子ども産みやすく、育てやすい環境にな

ると思います。

4

2 歳以下も保育園を無償化してほしいです。収入が多いと保育料も高くなりま

すが、保育の内容になにか変化があるわけではないという事実は、税金をどさ

くさ紛れに追加徴収されているように感じてしまいます。無償化または低額で

一律にしてほしいです。

番号 御意見・ご提案

1

保護者が安定した収入を得られるような、雇用の場の拡大、都市圏との収入格

差を無くす。魅力的な企業の誘致等を積極的に行って欲しい。そうすれば、若

い人たちの都市圏への流出を防げると思う。

2

真庭市独自で子育て世代の雇用促進、環境整備を行っていただきたいです。

保育園への入園ができず働けないことや子どもの送り迎えのためにフルタイ

ムで働けないために就業機会、雇用機会が失われている実態もあるかと思いま

す。

子育て世代が安心して働ける環境が真庭市に整えば市内での雇用確保→企

業・世帯の収入増→市の収入増・人口増につながります。

企業への子育て世代雇用の助成金(もしくは真庭市独自通貨の配布)などがある

と企業も前向きに検討するかもしれません。

ご検討の程よろしくお願いいたします。

3

子育てしながら働ける企業情報等がほしい。市内の企業では保育時間や子ども

の急な用事や病気に対応できる企業が少なく企業の求人の募集要項とこちら

の要望とが合う企業がなく就業しにくい。

4

会社が、無関心ならば休みが取りにくいのは同じ。同居ならなおさらで、子ど

ものために仕事を急に休むのは不可能。会社への理解浸透をはかっていただき

たい。
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【保育士の人数】

【支援策等の情報】

番号 御意見・ご提案

1

保育園の施設整備よりも、まずは保育士の数を増やした方がいいのではないか

と思う。私を含め、潜在保育士は沢山いると思う。保育士の待遇改善と、働き

やすい職場にするべきだと思う。周りでも待機児童が多い。

2
保育士さんの給料を上げたり、正規採用の方を増やして保育環境を底上げして

ほしい。

3

子ども園の保育士さんの給与増額や、人員増加を希望します。

保育士さんに手厚いサポートをしていただきストレスなく働きやすくなるこ

とで、園児のお散歩を増やしたり、土曜保育時にオムツ替えのフォロー、登降

園時に会話ができる時間などが生まれるのではと期待します。

個々の先生方には、園内外でも、とても親切にご対応いただき日々感謝してい

ます。

保育士さんが仕事がしんどくて退職してしまう事を防いで、働きやすい園を市

に作ってほしいです。

番号 御意見・ご提案

1

子育て支援をたくさんしているような選択肢があったが、ほとんど認知してい

ない、利用していない。ネットや SNS など普及しているのに紙媒体であった

り役所にしか情報がないという状況なのではないかと思ってしまう。

2

どういった支援があるのか、受けられるのかわからない。Web サイトにわか

りやすくまとめたり、ブログや SNS で様子を発信してくれたら、雰囲気など

分かって参加しやすくなると思う

3

ホームページなど、検索しやすい、使いやすいものにしてほしい。

子ども園等の情報が親へ伝わりにくい状態なので、工夫してほしい。

なにかと大変かと思いますが、もっともっと市民の声を聞いていただきたいと

思います。
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（２）設問間のクロス集計

【居住意思】について

・回答者属性と質問５（居住意思について）のクロス集計

【居住意思】について

l 【続柄】でみると、「父親」「母親」共に、「住み続けたい」の割合が最も高くなっています。

l 【居住地域】でみると、「蒜山」を除き、「住み続けたい」の割合が最も高くなっています。「蒜

山」は、「できれば住み続けたい」の割合が最も高くなっています。

l 【世帯人数】でみると、「3 人」を除き、「住み続けたい」の割合が高くなっていますが、「3

人」は、「できれば住み続けたい」の割合が最も高くなっています。

※「2 人」は、「住み続けたい」と「できれば住み続けたい」の割合が同じ。「10 人以上」は、

「住み続けたい」と「わからない」の割合が同じ。

l 【年齢】でみると、「10 代」を除き、「住み続けたい」の割合が最も高くなっています。「わ

からない」の割合は「３０代」で高くなっています。

l 【就業形態】でみると、「パート・アルバイト」を除き、「住み続けたい」の割合が高くなって

います。「パート・アルバイト」は、「できれば住み続けたい」の割合が最も高くなっています。

l 【勤務先】でみると、「金融業・保険業・不動産業」を除き、「住み続けたい」の割合が最も高

くなっています。「金融業・保険業・不動産業」は、「できれば住み続けたい」「わからない」

の割合が共に最も高くなっています。
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質問５　居住意思

（1） （2） （3） （4）

住
み
続
け
た
い

で
き
れ
ば
住
み
続
け
た
い

わ
か
ら
な
い

そ
う
は
思
わ
な
い

凡例 回答数

父親 272 人

母親 456 人

その他（祖母） 1 人

北房 55 人

落合 234 人

久世 211 人

勝山 94 人

美甘 10 人

湯原 39 人

蒜山 86 人

2人 22 人

3人 144 人

4人 227 人

5人 157 人

6人 103 人

7人 46 人

8人 18 人

9人 10 人

10人以上 2 人

10代 1 人

20代 48 人

30代 292 人

40代 316 人

50代 64 人

60代 4 人

70代 1 人

80代 0 人

その他 3 人

質問
1

続
柄

質問
2

居
住
地
域

質問
3-1

世
帯
人
数

質問
3-2

年
齢

52.2%

36.0%

100.0%

45.5%

43.6%

44.1%

37.2%

40.0%

38.5%

38.4%

31.8%

35.4%

39.6%

38.9%

55.3%

52.2%

61.1%

50.0%

50.0%

52.1%

35.6%

44.3%

51.6%

50.0%

100.0%

66.7%

29.8%

31.8%

25.5%

31.2%

29.9%

28.7%

30.0%

30.8%

39.5%

31.8%

36.1%

28.6%

33.8%

28.2%

28.3%

22.2%

30.0%

100.0%

29.2%

32.2%

31.3%

25.0%

25.0%

33.3%

15.1%

23.5%

18.2%

17.9%

20.4%

26.6%

30.0%

25.6%

17.4%

18.2%

20.8%

21.6%

22.9%

14.6%

17.4%

16.7%

20.0%

50.0%

12.5%

23.6%

19.3%

18.8%

2.9%

8.8%

10.9%

7.3%

5.7%

7.4%

5.1%

4.7%

18.2%

7.6%

10.1%

4.5%

1.9%

2.2%

6.3%

8.6%

5.1%

4.7%

25.0%
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質問５　居住意思

（1） （2） （3） （4）

住
み
続
け
た
い

で
き
れ
ば
住
み
続
け
た
い

わ
か
ら
な
い

そ
う
は
思
わ
な
い

凡例 回答数

正規の職員・社員 442 人

パート・アルバイ
ト

162 人

事業を経営してい
る

50 人

家業を手伝ってい
る

25 人

専業主婦・主夫 50 人

農林漁業 40 人

建設業 43 人

製造業 114 人

サービス業 119 人

運輸業 28 人

卸売業・小売業・
飲食店

66 人

金融業・保険業・
不動産業

28 人

医療・福祉 150 人

公務員 63 人

その他 77 人

質問
4-1

就
業
形
態

質問
4-2

勤
務
先

45.7%

32.1%

50.0%

44.0%

34.0%

45.0%

44.2%

50.9%

37.0%

57.1%

40.9%

25.0%

37.3%

49.2%

40.3%

29.4%

37.7%

28.0%

24.0%

30.0%

32.5%

34.9%

28.1%

36.1%

21.4%

37.9%

35.7%

29.3%

27.0%

27.3%

18.1%

24.1%

14.0%

28.0%

30.0%

15.0%

18.6%

18.4%

21.0%

17.9%

18.2%

35.7%

21.3%

17.5%

22.1%

6.8%

6.2%

8.0%

4.0%

6.0%

7.5%

2.3%

2.6%

5.9%

3.6%

3.0%

3.6%

12.0%

6.3%

10.4%
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【子育てに関する不安や負担等】について

・回答者属性と質問６（子育てに関する不安や負担等について）のクロス集計

【子育てに関する不安や負担等】について

l 【続柄】でみると、「父親」は、「小さな子どもにとって安全な遊び場がない」の割合が最も高

く、次いで「出産・育児にお金がかかりすぎる」の順となっています。「母親」は、「出産・育

児にお金がかかりすぎる」の割合が最も高く、次いで「小さな子どもにとって安全な遊び場がな

い」の順となっています。

l 【居住地域】でみると、「北房」「久世」「勝山」「蒜山」は、「小さな子どもにとって安全な

遊び場がない」の割合が最も高くなっています。「落合」「美甘」は、「出産・育児にお金がか

かりすぎる」の割合が最も高くなっています。「湯原」は、「仕事と子育ての両立が難しい」の

割合が最も高くなっています。

l 【世帯人数】でみると、「3 人」「5 人」「7 人」は、「小さな子どもにとって安全な遊び場が

ない」の割合が最も高くなっています。「4 人」「6 人」「8 人」「9 人」は、「出産・育児に

お金がかかりすぎる」の割合が最も高くなっています。「2 人」は、「仕事と子育ての両立が難

しい」の割合が最も高くなっています。

※「9 人」は、「出産・育児にお金がかかりすぎる」と「仕事と子育ての両立が難しい」の割合

が同じ。

l 【年齢】でみると、「30 代」「40 代」は、「小さな子どもにとって安全な遊び場がない」の

割合が最も高くなっています。「20 代」は、「出産・育児にお金がかかりすぎる」の割合が最

も高くなっています。「60 代」は「自分の時間が取れず、自由がない」「特にない」の割合が

共に最も高くなっています。

l 【就業形態】でみると、「正規の職員・社員」「パート・アルバイト」は、「出産・育児にお金

がかかりすぎる」の割合が最も高くなっています。「家業を手伝っている」「専業主婦・主夫」

は、「小さな子どもにとって安全な遊び場がない」の割合が最も高くなっています。

l 【勤務先】でみると、「農林漁業」「建設業」「サービス業」「運輸業」「卸売業・小売業・飲

食店」は、「小さな子どもにとって安全な遊び場がない」の割合が最も高くなっています。「製

造業」「金融業・保険業・不動産業」は、「出産・育児にお金がかかりすぎる」の割合が最も高

くなっています。「医療・福祉」「公務員」は、「仕事と子育ての両立が難しい」の割合が最も

高くなっています。

※「農林漁業」は、「小さな子どもにとって安全な遊び場がない」と「仕事と子育ての両立が難

しい」の割合が同じ。「卸売業・小売業・飲食店」は、「小さな子どもにとって安全な遊び場が

ない」と「出産・育児にお金がかかりすぎる」の割合が同じ。
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質問６　子育てに関する不安や負担等

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13）

子
ど
も
の
育
て
方
、

接
し
方
が
わ
か

ら
な
い

家
族
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が
難
し
い

出
産
・
育
児
に
お
金
が
か
か
り
す
ぎ

る 不
安
や
悩
み
を
相
談
す
る
相
手
が
い

な
い

子
育
て
の
大
変
さ
を
周
囲
の
人
に
わ

か
っ

て
も
ら
え
な
い

保
育
サ
ー

ビ
ス
が
十
分
で
な
い

小
さ
な
子
ど
も
に
と
っ

て
安
全
な
遊

び
場
が
な
い

子
ど
も
が
病
気
の
時
、

預
か
っ

て
く

れ
る
と
こ
ろ
が
な
い

子
育
て
の
仲
間
が
い
な
い

自
分
の
時
間
が
取
れ
ず
、

自
由
が
な

い 特
に
な
い

そ
の
他

凡例 回答数

父親 272 人

母親 456 人

その他（祖母） 1 人

北房 55 人

落合 234 人

久世 211 人

勝山 94 人

美甘 10 人

湯原 39 人

蒜山 86 人

2人 22 人

3人 144 人

4人 227 人

5人 157 人

6人 103 人

7人 46 人

8人 18 人

9人 10 人

10人以上 2 人

10代 1 人

20代 48 人

30代 292 人

40代 316 人

50代 64 人

60代 4 人

70代 1 人

80代 0 人

その他 3 人

質問
3-1

世
帯
人
数

質問
3-2

年
齢

質問
1

続
柄

質問
2

居
住
地
域

7.4%

8.3%

10.9%

8.5%

8.5%

7.4%

10.0%

5.8%

11.1%

9.7%

8.7%

5.6%

11.6%

12.5%

5.7%

8.5%

10.0%

5.8%

6.5%

5.8%

27.2%

33.8%

29.1%

32.1%

30.3%

33.0%

30.0%

41.0%

26.7%

36.4%

33.3%

34.4%

25.5%

30.1%

28.3%

27.8%

40.0%

50.0%

18.8%

38.7%

27.8%

25.0%

25.0%

33.3%

32.0%

38.4%

32.7%

36.3%

39.3%

29.8%

50.0%

25.6%

38.4%

27.3%

33.3%

39.6%

34.4%

34.0%

37.0%

38.9%

40.0%

50.0%

100.0%

54.2%

43.2%

31.0%

15.6%

33.3%

5.5%

5.7%

7.7%

25.0%

5.5%

5.6%

5.2%

20.0%

18.2%

6.3%

5.8%

6.5%

9.4%

18.8%

17.3%

10.9%

15.8%

20.9%

26.6%

30.0%

12.8%

11.6%

22.7%

22.9%

18.5%

17.2%

9.7%

17.4%

16.7%

20.0%

27.1%

21.6%

14.2%

14.1%

35.3%

38.2%

40.0%

34.2%

42.7%

35.1%

10.0%

30.8%

37.2%

27.3%

43.8%

38.3%

36.3%

30.1%

39.1%

33.3%

20.0%

47.9%

44.9%

31.3%

25.0%

33.3%

21.0%

19.3%

25.5%

21.8%

18.0%

12.8%

20.0%

7.7%

29.1%

40.9%

25.0%

18.9%

19.7%

15.5%

17.4%

5.6%

10.0%

31.3%

21.2%

17.1%

20.3%

33.3%

7.0%

5.1%

7.1%

20.0%

7.7%

7.6%

5.7%

5.1%

6.5%

5.6%

14.6%

5.5%

21.7%

29.2%

18.2%

27.8%

28.0%

25.5%

40.0%

33.3%

19.8%

13.6%

25.7%

29.1%

26.8%

23.3%

26.1%

27.8%

30.0%

35.4%

30.5%

23.1%

17.2%

50.0%

20.2%

16.0%

100.0%

23.6%

16.7%

16.1%

20.2%

10.0%

17.9%

18.6%

13.6%

15.3%

14.5%

17.2%

25.2%

26.1%

16.7%

30.0%

12.5%

10.6%

21.8%

29.7%

50.0%

100.0%

33.3%

7.0%

9.9%

9.1%

7.7%

9.5%

7.4%

10.0%

7.7%

11.6%

18.2%

6.9%

7.5%

14.0%

6.5%

5.6%

10.0%

50.0%

9.2%

9.2%

9.4%
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注：複数回答のため、合計が 100％とならない。

注：5.0％未満の表記は省略。

質問６　子育てに関する不安や負担等

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13）

子
ど
も
の
育
て
方
、

接
し
方
が
わ
か

ら
な
い

家
族
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
が
難
し
い

出
産
・
育
児
に
お
金
が
か
か
り
す
ぎ

る 不
安
や
悩
み
を
相
談
す
る
相
手
が
い

な
い

子
育
て
の
大
変
さ
を
周
囲
の
人
に
わ

か
っ

て
も
ら
え
な
い

保
育
サ
ー

ビ
ス
が
十
分
で
な
い

小
さ
な
子
ど
も
に
と
っ

て
安
全
な
遊

び
場
が
な
い

子
ど
も
が
病
気
の
時
、

預
か
っ

て
く

れ
る
と
こ
ろ
が
な
い

子
育
て
の
仲
間
が
い
な
い

自
分
の
時
間
が
取
れ
ず
、

自
由
が
な

い 特
に
な
い

そ
の
他

凡例 回答数

正規の職員・社員 442 人

パート・アルバイ
ト

162 人

事業を経営してい
る

50 人

家業を手伝ってい
る

25 人

専業主婦・主夫 50 人

農林漁業 40 人

建設業 43 人

製造業 114 人

サービス業 119 人

運輸業 28 人

卸売業・小売業・
飲食店

66 人

金融業・保険業・
不動産業

28 人

医療・福祉 150 人

公務員 63 人

その他 77 人

質問
4-1

就
業
形
態

質問
4-2

勤
務
先

8.1%

8.6%

8.0%

8.0%

10.0%

16.3%

7.0%

5.0%

12.0%

7.9%

7.8%

7.4%

7.0%

5.3%

5.3%

6.3%

5.2%

34.6%

32.1%

20.0%

28.0%

12.0%

27.5%

20.9%

30.7%

29.4%

28.6%

31.8%

21.4%

41.3%

42.9%

18.2%

37.6%

38.3%

18.0%

40.0%

30.0%

22.5%

30.2%

47.4%

31.9%

25.0%

45.5%

39.3%

38.0%

34.9%

26.0%

7.5%

9.3%

6.1%

5.3%

6.8%

7.1%

6.1%

7.1%

7.9%

6.5%

18.6%

13.0%

22.0%

12.0%

26.0%

7.5%

11.6%

21.1%

21.8%

17.9%

19.7%

7.1%

17.3%

14.3%

22.1%

36.0%

35.2%

28.0%

48.0%

56.0%

27.5%

32.6%

29.8%

37.0%

50.0%

45.5%

21.4%

40.7%

36.5%

42.9%

19.9%

21.6%

22.0%

12.0%

16.0%

15.0%

11.6%

16.7%

23.5%

21.4%

30.3%

21.4%

23.3%

14.3%

14.3%

6.1%

10.0%

9.3%

5.9%

9.1%

5.3%

6.5%

29.6%

24.1%

18.0%

20.0%

16.0%

30.0%

30.2%

20.2%

21.0%

10.7%

22.7%

28.6%

35.3%

36.5%

22.1%

15.8%

17.9%

30.0%

20.0%

20.0%

27.5%

18.6%

18.4%

16.8%

25.0%

12.1%

21.4%

16.7%

14.3%

18.2%

8.1%

11.7%

10.0%

8.0%

10.0%

9.3%

7.0%

10.1%

7.6%

14.3%

10.0%

6.3%

9.1%
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【子育てに関する悩みの相談相手】について

・回答者属性と質問７（子育てに関する悩みの相談相手について）のクロス集計

【子育てに関する悩みの相談相手】について

l 【続柄】でみると、「父親」は「配偶者」の割合が最も高く、次いで「実父母、義父母などの親

族」の順となっています。

「母親」は、「友人（子育て中の仲間など）」の割合が最も高く、次いで「配偶者」の順になっ

ています。

l 【居住地域】でみると、「湯原」を除き、「配偶者」の割合が最も高くなっていまが、「湯原」

は、「友人（子育て中の仲間など）」の割合が最も高くなっています。なお、「美甘」は、「小

学校・中学校」の割合が他と比べて、高くなっています。

※「勝山」「蒜山」は、「配偶者」と「友人（子育て中の仲間など）」の割合が同じ。

l 【世帯人数】でみると、「2 人」「4 人」を除き、「配偶者」の割合が 60％以上と高くなって

いますが、「2 人」「4 人」は、「友人（子育て中の仲間など）」の割合が最も高くなっていま

す。

l 【年齢】でみると、「20 代」から「60 代」は、「配偶者」の割合が最も高くなっています。

l 【就業形態】でみると、「パート・アルバイト」を除き、「配偶者」の割合が最も高くなってい

ます。「パート・アルバイト」は、「友人（子育て中の仲間など）」の割合が最も高くなってい

ます。

l 【勤務先】でみると、「医療・福祉」「その他」を除き、「配偶者」の割合が最も高くなってい

ます。「医療・福祉」「その他」は、「友人（子育て中の仲間など）」の割合が最も高くなって

います。
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質問７ 子育てに関する悩みの相談相手

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13） （14）

配
偶
者

実
父
母
、

義
父
母
な
ど
の
親
族

友
人
（

子
育
て
中
の
仲
間
な
ど
）

近
所
の
人

発
達
発
育
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（

は
ぐ
く
み
セ
ン
タ
ー
）

市
の
相
談
窓
口
（

保
健
師
・
各
種
相

談
事
業
な
ど
）

保
育
園
・
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園

小
学
校
・
中
学
校

愛
育
委
員

子
育
て
サ
ポ
ー

タ
ー

医
療
機
関
、

助
産
院

相
談
す
る
人
・
機
関
が
な
い

そ
の
他

凡例 回答数

父親 272 人

母親 456 人

その他（祖母） 1 人

北房 55 人

落合 234 人

久世 211 人

勝山 94 人

美甘 10 人

湯原 39 人

蒜山 86 人

2人 22 人

3人 144 人

4人 227 人

5人 157 人

6人 103 人

7人 46 人

8人 18 人

9人 10 人

10人以上 2 人

10代 1 人

20代 48 人

30代 292 人

40代 316 人

50代 64 人

60代 4 人

70代 1 人

80代 0 人

その他 3 人

質問
1

続
柄

質問
2

居
住
地
域

質問
3-1

世
帯
人
数

質問
3-2

年
齢

77.6%

65.6%

67.3%

71.8%

72.5%

60.6%

70.0%

61.5%

74.4%

13.6%

70.8%

63.4%

75.8%

74.8%

82.6%

94.4%

80.0%

100.0%

79.2%

72.9%

67.4%

65.6%

75.0%

33.3%

44.5%

62.7%

52.7%

60.7%

55.9%

52.1%

60.0%

61.5%

45.3%

45.5%

55.6%

58.6%

51.6%

58.3%

63.0%

44.4%

50.0%

50.0%

77.1%

67.5%

46.8%

34.4%

25.0%

66.7%

43.8%

71.7%

52.7%

57.3%

63.5%

60.6%

20.0%

66.7%

74.4%

54.5%

57.6%

67.0%

56.1%

62.1%

60.9%

72.2%

60.0%

58.3%

64.7%

62.7%

45.3%

25.0%

33.3%

6.3%

7.9%

7.3%

5.6%

8.1%

7.4%

10.0%

11.6%

10.4%

6.4%

10.7%

8.7%

5.6%

8.3%

9.6%

6.0%

5.9%

5.7%

7.4%

10.0%

8.1%

6.9%

11.1%

100.0%

6.5%

5.6%

7.2%

7.3%

5.2%

7.4%

20.0%

10.3%

8.1%

18.2%

7.6%

6.6%

5.1%

5.8%

5.6%

10.4%

7.2%

5.1%

6.3%

15.8%

16.4%

9.1%

12.4%

17.5%

17.0%

30.0%

10.3%

27.9%

13.2%

18.9%

15.9%

17.5%

17.4%

11.1%

10.0%

50.0%

29.2%

25.0%

9.2%

15.4%

14.5%

100.0%

16.4%

10.3%

12.8%

19.1%

50.0%

15.4%

23.3%

9.1%

9.7%

12.3%

18.5%

23.3%

19.6%

11.1%

50.0%

12.7%

17.7%

17.2%

25.0%

100.0%

33.3%

5.0%

8.5%

10.0%

7.7%

9.1%

7.6%

5.1%

6.5%

11.1%

10.0%

6.3%

6.5%

6.6%

9.1%

6.6%

5.1%

10.0%

5.4%

7.8%

7.4%

9.1%

5.6%

33.3%

50



注：複数回答のため、合計が 100％とならない。

注：5.0％未満の表記は省略。

質問７ 子育てに関する悩みの相談相手

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13） （14）

配
偶
者

実
父
母
、

義
父
母
な
ど
の
親
族

友
人
（

子
育
て
中
の
仲
間
な
ど
）

近
所
の
人

発
達
発
育
支
援
セ
ン
タ
ー

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（

は
ぐ
く
み
セ
ン
タ
ー
）

市
の
相
談
窓
口
（

保
健
師
・
各
種
相

談
事
業
な
ど
）

保
育
園
・
こ
ど
も
園
・
幼
稚
園

小
学
校
・
中
学
校

愛
育
委
員

子
育
て
サ
ポ
ー

タ
ー

医
療
機
関
、

助
産
院

相
談
す
る
人
・
機
関
が
な
い

そ
の
他

凡例 回答数

正規の職員・社員 442 人

パート・アルバイ
ト

162 人

事業を経営してい
る

50 人

家業を手伝ってい
る

25 人

専業主婦・主夫 50 人

農林漁業 40 人

建設業 43 人

製造業 114 人

サービス業 119 人

運輸業 28 人

卸売業・小売業・
飲食店

66 人

金融業・保険業・
不動産業

28 人

医療・福祉 150 人

公務員 63 人

その他 77 人

質問
4-1

就
業
形
態

質問
4-2

勤
務
先

73.8%

57.4%

74.0%

68.0%

74.0%

77.5%

72.1%

72.8%

65.5%

60.7%

65.2%

75.0%

68.0%

79.4%

68.8%

55.4%

56.8%

42.0%

64.0%

66.0%

45.0%

46.5%

49.1%

60.5%

46.4%

51.5%

57.1%

58.0%

68.3%

61.0%

56.1%

69.1%

72.0%

64.0%

68.0%

55.0%

53.5%

52.6%

63.9%

35.7%

62.1%

42.9%

69.3%

68.3%

70.1%

5.9%

9.3%

6.0%

12.0%

12.0%

7.5%

11.6%

6.1%

10.1%

6.1%

7.9%

11.7%

6.8%

18.0%

10.0%

5.3%

11.7%

10.0%

7.8%

5.2%

8.6%

6.0%

8.0%

8.0%

7.5%

7.6%

7.1%

7.1%

10.0%

6.3%

5.2%

15.2%

17.9%

18.0%

20.0%

16.0%

20.0%

9.3%

11.4%

19.3%

7.1%

13.6%

17.9%

18.7%

15.9%

20.8%

14.9%

14.8%

20.0%

12.0%

12.0%

15.0%

14.0%

14.0%

13.4%

17.9%

16.7%

10.7%

16.7%

19.0%

11.7%

8.0%

5.2%

6.2%

6.0%

7.0%

5.3%

6.7%

6.5%

8.0%

9.1%

10.7%

6.5%

10.0%

10.7%

6.3%

6.5%
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【子育てにおける家計の負担】について

・回答者属性と質問８（子育てにおける家計の負担について）のクロス集計

【子育てにおける家計の負担】について

l 【続柄】でみると、「父親」は、「塾や習い事の費用」の割合が最も高く、次いで「高校の進学・

通学の費用」の順となっています。

「母親」は、「おむつ、衣服等の生活必需品の費用」の割合が最も高く、次いで「高校の進学・

通学の費用」の順になっています。

l 【居住地域】でみると、「北房」「美甘」「湯原」「蒜山」は、「高校の進学・通学の費用」の

割合が最も高くなっています。「落合」「久世」は、「おむつ、衣服等の生活必需品の費用」の

割合が最も高くなっています。「勝山」は、「塾や習い事の費用の割合が最も高くなっています。

l 【世帯人数】でみると、「2 人」から「4 人」は、「おむつ、衣服等の生活必需品の費用」の割

合が最も高くなっていますが、「5 人」から「9 人」は、「高校の進学・通学の費用」の割合が

最も高くなっています。

l 【年齢】でみると、「20 代」「30 代」は、「おむつ、衣服等の生活必需品の費用」の割合が

最も高くなっていますが、「40 代」「50 代」は、「高校の進学・通学の費用」の割合が最も

高くなっています。「60 代」は、「学校給食費」の割合が最も高くなっています。

l 【就業形態】でみると、「正規の職員・社員」「専業主婦・主夫」は、「おむつ、衣服等の生活

必需品の費用」の割合が最も高くなっています。「パート・アルバイト」「事業を経営している」

は、「塾や習い事の費用」の割合が最も高くなっています。「家業を手伝っている」は、「高校

の進学・通学の費用」の割合が最も高くなっています。

l 【勤務先】でみると、「製造業」「運輸業」「金融業・保険業・不動産業」「医療・福祉」「公

務員」は、「おむつ、衣服等の生活必需品の費用」の割合が最も高くなっています。「農林漁業」

「建設業」「サービス業」は、「高校の進学・通学の費用」の割合が最も高くなっています。「卸

売業・小売業・飲食店」は、「塾や習い事の費用」の割合が最も高くなっています。

※「金融業・保険業・不動産業」は、「おむつ、衣服等の生活必需品の費用」と「高校の進学・

通学の費用」の割合が同じ。
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質問８　子育てにおける家計の負担

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13）

幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
費

用 学
用
品
費

修
学
旅
行
費

学
校
給
食
費

高
校
の
進
学
・
通
学
の
費
用

ク
ラ
ブ
活
動
費
（

ス
ポ
ー

ツ
少
年

団
、

部
活
動
等
）

塾
や
習
い
事
の
費
用

ミ
ル
ク
代
、

食
費

お
む
つ
、

衣
服
等
の
生
活
必
需
品
の

費
用

医
療
費

娯
楽
費

特
に
負
担
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
な

い そ
の
他

凡例 回答数

父親 272 人

母親 456 人

その他（祖母） 1 人

北房 55 人

落合 234 人

久世 211 人

勝山 94 人

美甘 10 人

湯原 39 人

蒜山 86 人

2人 22 人

3人 144 人

4人 227 人

5人 157 人

6人 103 人

7人 46 人

8人 18 人

9人 10 人

10人以上 2 人

10代 1 人

20代 48 人

30代 292 人

40代 316 人

50代 64 人

60代 4 人

70代 1 人

80代 0 人

その他 3 人

質問
3-1

世
帯
人
数

質問
3-2

年
齢

質問
1

続
柄

質問
2

居
住
地
域

20.6%

15.1%

20.0%

17.9%

19.9%

14.9%

10.3%

14.0%

18.2%

24.3%

23.8%

10.2%

11.7%

20.0%

39.6%

28.4%

6.3%

33.3%

19.1%

22.4%

20.0%

23.1%

18.0%

19.1%

30.0%

25.6%

23.3%

18.2%

16.7%

20.3%

21.7%

24.3%

30.4%

22.2%

20.0%

50.0%

10.4%

19.2%

24.4%

23.4%

25.0%

8.5%

9.2%

10.9%

8.1%

8.1%

10.6%

20.0%

7.7%

9.3%

6.9%

6.6%

13.4%

6.8%

19.6%

5.6%

10.0%

13.0%

15.6%

50.0%

10.7%

13.2%

12.7%

15.0%

10.9%

8.5%

20.0%

12.8%

10.5%

6.3%

11.5%

14.6%

13.6%

21.7%

22.2%

10.0%

50.0%

11.6%

14.2%

9.4%

75.0%

27.2%

28.7%

38.2%

26.1%

20.9%

27.7%

50.0%

35.9%

39.5%

18.2%

12.5%

23.3%

36.9%

37.9%

41.3%

50.0%

50.0%

13.7%

41.1%

51.6%

25.0%

33.3%

16.9%

14.9%

12.7%

17.5%

11.8%

12.8%

20.0%

20.5%

22.1%

22.7%

10.4%

13.2%

24.8%

15.5%

13.0%

11.1%

10.0%

11.6%

21.5%

17.2%

28.7%

28.5%

30.9%

27.4%

32.2%

34.0%

28.2%

18.6%

18.2%

20.1%

24.7%

36.3%

35.0%

32.6%

38.9%

30.0%

50.0%

6.3%

22.6%

37.3%

31.3%

25.0%

17.6%

25.7%

14.5%

24.4%

27.0%

18.1%

20.0%

17.9%

19.8%

9.1%

25.7%

22.0%

25.5%

23.3%

13.0%

22.2%

20.0%

100.0%

58.3%

33.2%

12.3%

25.7%

34.0%

14.5%

32.5%

36.5%

28.7%

20.0%

23.1%

30.2%

27.3%

44.4%

34.8%

22.9%

24.3%

15.2%

22.2%

30.0%

50.0%

100.0%

75.0%

45.5%

16.1%

33.3%

10.0%

5.1%

6.4%

5.6%

100.0%

6.3%

9.2%

8.6%

10.9%

8.5%

9.0%

6.4%

12.8%

9.3%

13.6%

9.0%

7.5%

12.7%

5.8%

6.5%

11.1%

6.3%

11.3%

7.0%

9.4%

13.6%

10.7%

100.0%

16.4%

11.5%

9.5%

13.8%

20.0%

20.5%

9.3%

13.6%

16.0%

11.0%

8.3%

14.6%

10.9%

16.7%

11.6%

12.0%

15.6%

25.0%

100.0%

33.3%

5.5%

6.2%

10.0%

5.1%

5.8%

9.1%

6.6%

10.9%

5.6%

10.0%

8.3%

5.7%

6.3%
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注：複数回答のため、合計が 100％とならない。

注：5.0％未満の表記は省略。

質問８　子育てにおける家計の負担

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13）

幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
費

用 学
用
品
費

修
学
旅
行
費

学
校
給
食
費

高
校
の
進
学
・
通
学
の
費
用

ク
ラ
ブ
活
動
費
（

ス
ポ
ー

ツ
少
年

団
、

部
活
動
等
）

塾
や
習
い
事
の
費
用

ミ
ル
ク
代
、

食
費

お
む
つ
、

衣
服
等
の
生
活
必
需
品
の

費
用

医
療
費

娯
楽
費

特
に
負
担
に
な
っ

て
い
る
こ
と
は
な

い そ
の
他

凡例 回答数

正規の職員・社員 442 人

パート・アルバイ
ト

162 人

事業を経営してい
る

50 人

家業を手伝ってい
る

25 人

専業主婦・主夫 50 人

農林漁業 40 人

建設業 43 人

製造業 114 人

サービス業 119 人

運輸業 28 人

卸売業・小売業・
飲食店

66 人

金融業・保険業・
不動産業

28 人

医療・福祉 150 人

公務員 63 人

その他 77 人

質問
4-1

就
業
形
態

質問
4-2

勤
務
先

21.0%

11.1%

8.0%

12.0%

14.0%

7.5%

20.9%

22.8%

13.4%

28.6%

13.6%

17.9%

18.7%

14.3%

15.6%

19.7%

27.2%

16.0%

32.0%

14.0%

30.0%

18.6%

20.2%

24.4%

25.0%

22.7%

21.4%

21.3%

15.9%

14.3%

6.8%

15.4%

8.0%

16.0%

10.0%

12.3%

10.9%

10.7%

12.1%

7.1%

10.0%

9.3%

18.5%

12.0%

20.0%

14.0%

15.0%

7.0%

12.3%

18.5%

13.6%

10.7%

11.3%

9.5%

10.4%

28.3%

32.7%

20.0%

36.0%

16.0%

32.5%

46.5%

28.9%

29.4%

25.0%

25.8%

32.1%

28.0%

19.0%

22.1%

15.8%

15.4%

22.0%

20.0%

6.0%

20.0%

23.3%

12.3%

18.5%

14.3%

16.7%

14.3%

18.0%

9.5%

10.4%

26.2%

35.2%

30.0%

32.0%

24.0%

27.5%

34.9%

24.6%

24.4%

25.0%

45.5%

21.4%

28.0%

27.0%

28.6%

22.2%

22.2%

10.0%

20.0%

42.0%

12.5%

7.0%

24.6%

18.5%

17.9%

15.2%

21.4%

26.7%

25.4%

39.0%

32.6%

27.8%

12.0%

20.0%

50.0%

14.0%

34.2%

27.7%

35.7%

27.3%

32.1%

35.3%

30.2%

45.5%

6.0%

5.3%

7.8%

8.1%

10.5%

10.0%

16.0%

11.6%

7.9%

6.7%

17.9%

15.2%

10.7%

7.9%

11.8%

9.9%

24.0%

12.0%

22.5%

9.3%

12.3%

14.3%

10.7%

10.7%

20.6%

9.1%

5.6%

6.0%

8.0%

8.0%

10.0%

9.3%

5.3%

7.6%

10.7%

5.2%
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【子育て環境・支援策】について

・回答者属性と質問９（子育て環境・支援策について）のクロス集計

【子育て環境・支援策】について

l 【続柄】でみると、「父親」「母親」共に「どちらかといえば満足している」の割合が最も高く

なっています。

l 【居住地域】でみると、「美甘」「湯原」を除き、「どちらかといえば満足している」の割合が

最も高くなっていますが、「美甘」「湯原」は、「どちらかといえば満足していない」の割合が

最も高くなっています。

l 【世帯人数】でみると、「2 人」「9 人」を除き、「どちらかといえば満足している」の割合が

最も高くなっていますが、「2 人」「9 人」は、「どちらかといえば満足していない」の割合が

最も高くなっています。

l 【年齢】でみると、「60 代」を除き、「どちらかといえば満足している」の割合が最も高くなっ

ていますが、「60 代」は、「満足している」「どちらかといえば満足している」「どちらかと

いえば満足していない」「満足していない」の割合が同じとなっています。

l 【就業形態】でみると、全てにおいて「どちらかといえば満足している」の割合が最も高くなっ

ています。

l 【勤務先】でみると、「サービス業」「医療・福祉」を除き、「どちらかといえば満足している」

の割合が最も高くなっていますが、「サービス業」「医療・福祉」は、「どちらかといえば満足

していない」の割合が最も高くなっています。
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質問９　子育て環境・支援策

（1） （2） （3） （4）

満
足
し
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
し
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

凡例 回答数

父親 272 人

母親 456 人

その他（祖母） 1 人

北房 55 人

落合 234 人

久世 211 人

勝山 94 人

美甘 10 人

湯原 39 人

蒜山 86 人

2人 22 人

3人 144 人

4人 227 人

5人 157 人

6人 103 人

7人 46 人

8人 18 人

9人 10 人

10人以上 2 人

10代 1 人

20代 48 人

30代 292 人

40代 316 人

50代 64 人

60代 4 人

70代 1 人

80代 0 人

その他 3 人

質問
3-1

世
帯
人
数

質問
3-2

年
齢

質問
1

続
柄

質問
2

居
住
地
域

6.6%

5.0%

7.3%

6.4%

6.2%

7.7%

18.2%

8.7%

8.7%

11.1%

10.0%

6.3%

6.3%

6.3%

25.0%

45.6%

45.6%

100.0%

43.6%

47.0%

46.9%

45.7%

20.0%

35.9%

47.7%

18.2%

49.3%

45.8%

42.7%

49.5%

45.7%

61.1%

30.0%

50.0%

100.0%

43.8%

45.5%

44.3%

54.7%

25.0%

100.0%

33.3%

32.4%

36.2%

25.5%

34.6%

33.6%

36.2%

50.0%

43.6%

36.0%

45.5%

34.0%

34.8%

37.6%

31.1%

34.8%

16.7%

40.0%

50.0%

29.2%

35.3%

36.1%

29.7%

25.0%

66.7%

15.4%

13.2%

23.6%

12.0%

13.3%

13.8%

30.0%

12.8%

14.0%

18.2%

11.8%

15.0%

17.2%

10.7%

10.9%

11.1%

20.0%

20.8%

14.7%

13.3%

9.4%

25.0%
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質問９　子育て環境・支援策

（1） （2） （3） （4）

満
足
し
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
し
て
い
る

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
満
足
し
て
い
な

い 満
足
し
て
い
な
い

凡例 回答数

正規の職員・社員 442 人

パート・アルバイ
ト

162 人

事業を経営してい
る

50 人

家業を手伝ってい
る

25 人

専業主婦・主夫 50 人

農林漁業 40 人

建設業 43 人

製造業 114 人

サービス業 119 人

運輸業 28 人

卸売業・小売業・
飲食店

66 人

金融業・保険業・
不動産業

28 人

医療・福祉 150 人

公務員 63 人

その他 77 人

質問
4-1

就
業
形
態

質問
4-2

勤
務
先

5.2%

16.0%

12.0%

7.5%

7.0%

8.4%

7.1%

6.3%

5.2%

45.5%

46.9%

38.0%

44.0%

52.0%

57.5%

55.8%

39.5%

35.3%

46.4%

57.6%

42.9%

40.0%

60.3%

49.4%

34.8%

37.7%

26.0%

28.0%

36.0%

17.5%

30.2%

36.0%

39.5%

32.1%

31.8%

32.1%

42.0%

23.8%

35.1%

14.5%

11.7%

20.0%

16.0%

10.0%

17.5%

11.6%

17.5%

16.8%

17.9%

7.6%

17.9%

14.0%

9.5%

10.4%
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【子育て支援制度】について

・回答者属性と質問 10（子育て支援制度について）のクロス集計

【子育て支援制度】について

l 【続柄】でみると、「父親」「母親」共に「医療費助成」の割合が最も高く、次いで「保育料の

減免、無償化（第 3 子以降）」の順となっています。

l 【居住地域】でみると、全ての地域で「医療費助成」の割合が最も高く、70％を超えています。

l 【世帯人数】でみると、全てにおいて「医療費助成」の割合が最も高く、70％を超えています。

※「9 人」は、「医療費助成」と「保育料の減免、無償化（第 3 子以降）」の割合が同じ。

l 【年齢】でみると、「20 代」から「70 代」は、「医療費助成」の割合が最も高く、70％を超

えています。

※「70 代」は、「医療費助成」と「放課後児童クラブ」の割合が同じ。

l 【就業形態】でみると、全てにおいて「医療費助成」の割合が最も高く、70％を超えています。

l 【勤務先】でみると、全てにおいて「医療費助成」の割合が最も高く、60％を超えています。
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質問10　子育て支援制度

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13） （14） （15）

妊
産
婦
ケ
ア
事
業
（

宿
泊
型
・
日
帰

り
型
・
マ
マ
と
赤
ち
ゃ

ん
の
た
め
の

お
っ

ぱ
い
相
談
）

乳
幼
児
健
診

保
健
師
等
に
よ
る
各
種
相
談
事
業

（

育
児
相
談
、

ラ
イ
ン
相
談
、

す
こ

や
か
相
談
等
）

愛
育
委
員
に
よ
る
訪
問
活
動

子
育
て
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー

派
遣
事
業

医
療
費
助
成

保
育
料
の
減
免
、

無
償
化
（

第
3
子

以
降
）

就
学
支
援
（

真
庭
学
習
塾
、

奨
学
金

な
ど
）

子
育
て
支
援
拠
点
事
業
（

つ
ど
い
の

広
場
、

各
種
子
育
て
広
場
・
サ
ロ
ン

事
業
な
ど
）

預
か
り
保
育
サ
ー

ビ
ス

病
児
保
育
事
業

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

就
労
支
援
サ
ー

ビ
ス
（

市
内
就
職
者

へ
の
奨
学
金
返
還
免
除
、

企
業
情
報

提
供
な
ど
）

乳
児
へ
の
絵
本
・
木
の
お
も
ち
ゃ

の

プ
レ
ゼ
ン
ト

そ
の
他

凡例 回答数

父親 272 人

母親 456 人

その他（祖母） 1 人

北房 55 人

落合 234 人

久世 211 人

勝山 94 人

美甘 10 人

湯原 39 人

蒜山 86 人

2人 22 人

3人 144 人

4人 227 人

5人 157 人

6人 103 人

7人 46 人

8人 18 人

9人 10 人

10人以上 2 人

10代 1 人

20代 48 人

30代 292 人

40代 316 人

50代 64 人

60代 4 人

70代 1 人

80代 0 人

その他 3 人

質問
3-1

世
帯
人
数

質問
3-2

年
齢

質問
1

続
柄

質問
2

居
住
地
域

5.0%

12.8%

6.9%

5.3%

5.6%

8.3%

7.9%

26.5%

35.7%

23.6%

35.9%

36.5%

25.5%

30.0%

38.5%

22.1%

31.8%

37.5%

33.9%

27.4%

35.0%

28.3%

22.2%

10.0%

100.0%

52.1%

31.5%

32.0%

21.9%

25.0%

33.3%

7.4%

6.4%

7.3%

7.3%

5.3%

10.0%

10.3%

9.3%

9.1%

11.1%

7.9%

5.8%

16.7%

14.6%

6.8%

5.7%

6.3%

6.4%

75.7%

78.1%

100.0%

87.3%

73.9%

79.6%

73.4%

70.0%

82.1%

76.7%

72.7%

75.0%

74.9%

79.0%

80.6%

80.4%

83.3%

80.0%

100.0%

75.0%

75.3%

78.8%

78.1%

100.0%

100.0%

100.0%

35.3%

40.1%

47.3%

38.5%

36.5%

30.9%

40.0%

48.7%

39.5%

27.3%

10.4%

34.4%

52.9%

42.7%

69.6%

66.7%

80.0%

50.0%

25.0%

43.5%

40.2%

17.2%

25.0%

33.3%

7.0%

7.3%

6.4%

12.8%

7.0%

9.1%

7.0%

5.7%

10.0%

5.7%

14.1%

25.0%

33.3%

8.5%

16.9%

16.4%

12.4%

14.7%

17.0%

17.9%

9.3%

9.1%

15.3%

16.3%

8.9%

16.5%

10.9%

16.7%

12.5%

15.8%

13.6%

7.8%

6.5%

5.3%

7.3%

6.4%

5.1%

24.3%

21.1%

100.0%

20.0%

21.4%

19.4%

25.5%

20.0%

25.6%

29.1%

31.8%

22.2%

22.0%

20.4%

25.2%

21.7%

16.7%

20.0%

50.0%

21.6%

23.7%

32.8%

50.0%

100.0%

7.7%

10.7%

7.3%

9.8%

15.6%

7.0%

15.3%

11.5%

5.1%

7.8%

6.5%

5.6%

10.0%

29.2%

10.6%

7.3%

5.3%

5.8%

5.6%
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注：複数回答のため、合計が 100％とならない。

注：5.0％未満の表記は省略。

質問10　子育て支援制度

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13） （14） （15）

妊
産
婦
ケ
ア
事
業
（

宿
泊
型
・
日
帰

り
型
・
マ
マ
と
赤
ち
ゃ

ん
の
た
め
の

お
っ

ぱ
い
相
談
）

乳
幼
児
健
診

保
健
師
等
に
よ
る
各
種
相
談
事
業

（

育
児
相
談
、

ラ
イ
ン
相
談
、

す
こ

や
か
相
談
等
）

愛
育
委
員
に
よ
る
訪
問
活
動

子
育
て
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー

派
遣
事
業

医
療
費
助
成

保
育
料
の
減
免
、

無
償
化
（

第
3
子

以
降
）

就
学
支
援
（

真
庭
学
習
塾
、

奨
学
金

な
ど
）

子
育
て
支
援
拠
点
事
業
（

つ
ど
い
の

広
場
、

各
種
子
育
て
広
場
・
サ
ロ
ン

事
業
な
ど
）

預
か
り
保
育
サ
ー

ビ
ス

病
児
保
育
事
業

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

就
労
支
援
サ
ー

ビ
ス
（

市
内
就
職
者

へ
の
奨
学
金
返
還
免
除
、

企
業
情
報

提
供
な
ど
）

乳
児
へ
の
絵
本
・
木
の
お
も
ち
ゃ

の

プ
レ
ゼ
ン
ト

そ
の
他

凡例 回答数

正規の職員・社員 442 人

パート・アルバイ
ト

162 人

事業を経営してい
る

50 人

家業を手伝ってい
る

25 人

専業主婦・主夫 50 人

農林漁業 40 人

建設業 43 人

製造業 114 人

サービス業 119 人

運輸業 28 人

卸売業・小売業・
飲食店

66 人

金融業・保険業・
不動産業

28 人

医療・福祉 150 人

公務員 63 人

その他 77 人

質問
4-1

就
業
形
態

質問
4-2

勤
務
先

10.0%

6.7%

6.3%

6.5%

31.4%

34.0%

24.0%

44.0%

36.0%

40.0%

25.6%

32.5%

30.3%

28.6%

30.3%

25.0%

33.3%

34.9%

35.1%

7.5%

8.0%

8.0%

11.6%

7.9%

5.9%

8.0%

11.1%

6.5%

10.7%

77.6%

79.0%

72.0%

84.0%

70.0%

67.5%

76.7%

77.2%

76.5%

82.1%

80.3%

75.0%

80.0%

77.8%

75.3%

36.0%

42.6%

40.0%

52.0%

36.0%

50.0%

30.2%

31.6%

38.7%

35.7%

39.4%

42.9%

40.0%

44.4%

36.4%

5.2%

6.8%

6.0%

8.0%

7.9%

10.9%

7.1%

6.1%

14.3%

11.1%

17.9%

12.0%

8.0%

28.0%

10.0%

11.6%

9.6%

9.2%

10.7%

9.1%

10.7%

14.0%

27.0%

24.7%

8.0%

6.1%

5.0%

7.1%

7.9%

23.5%

25.3%

22.0%

16.0%

6.0%

25.0%

30.2%

21.1%

21.0%

28.6%

16.7%

28.6%

26.7%

22.2%

13.0%

10.4%

5.6%

8.0%

20.0%

10.0%

9.6%

5.0%

10.7%

10.6%

7.1%

9.3%

12.7%

18.2%

6.0%

7.6%

7.1%
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【重点的に取り組む事業・施策】について

・回答者属性と質問 11（重点的に取り組む事業・施策について）のクロス集計

【重点的に取り組む事業・施策】について

l 【続柄】でみると、「父親」は、「児童手当、児童扶養手当の毎月支給」の割合が最も高く、次

いで「子どもたちが安心して遊べる場所の整備」の順となっています。「母親」は、「子どもた

ちが安心して遊べる場所の整備」の割合が最も高く、次いで「子育てに関する経済的負担軽減」

の順となっています。

l 【居住地域】でみると、「北房」「久世」「勝山」「湯原」は、「子どもたちが安心して遊べる

場所の整備」の割合が最も高くなっています。「美甘」「蒜山」は、「子育てに関する経済的負

担軽減」の割合が最も高くなっています。「落合」は、「児童手当、児童扶養手当の毎月支給」

の割合が最も高くなっています。

l 【世帯人数】でみると、「2 人」「4 人」「6 人」「9 人」は、「子どもたちが安心して遊べる

場所の整備」の割合が最も高くなっています。「5 人」「7 人」は、「子育てに関する経済的負

担軽減」の割合が最も高くなっています。「3 人」は、「児童手当、児童扶養手当の毎月支給」

の割合が最も高くなっています。「8 人」は、「幼稚園・保育園・こども園での延長保育、一時

保育、おむつの支給・廃棄サービス」の割合が最も高くなっています。

※「9 人」は、「子どもたちが安心して遊べる場所の整備」と「児童手当、児童扶養手当の毎月

支給」と「企業情報の提供や仕事のあっせんなど育児をしながら働くことのできる環境の整備」

の割合が同じ。

l 【年齢】でみると、「30 代」「40 代」は、「子どもたちが安心して遊べる場所の整備」の割

合が最も高くなっています。「50 代」「60 代」は、「児童手当、児童扶養手当の毎月支給」

の割合が最も高くなっています。「20 代」は、「おむつなどベビー用品の支給」の割合が最も

高くなっています。

l 【就業形態】でみると、「パート・アルバイト」を除き、「子どもたちが安心して遊べる場所の

整備」の割合が最も高くなっていますが、「パート・アルバイト」は、「子育てに関する経済的

負担軽減」の割合が最も高くなっています。

l 【勤務先】でみると、「建設業」「製造業」「運輸業」「金融業・保険業・不動産業」は、「児

童手当、児童扶養手当の毎月支給」の割合が最も高くなっています。「農林漁業」「サービス業」

「卸売業・小売業・飲食店」「医療・福祉」は、「子どもたちが安心して遊べる場所の整備」の

割合が最も高くなっています。「公務員」は、「子育てに関する経済的負担軽減」の割合が最も

高くなっています。

※「医療・福祉」は、「子どもたちが安心して遊べる場所の整備」と「子育てに関する経済的負

担軽減」の割合が同じ。
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質問11　重点的に取り組む事業・施策

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13） （14） （15） （16） （17） （18） （19） （20） （21） （22） （23） （24）

相
談
支
援
事
業
の
充
実

配
偶
者
の
子
育
て
支
援
参
加
を
促
す

取
組
（

育
児
教
室
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

な
ど
）

社

会

全

体

で

子

育

て

を

支

援

す

る

雰

囲

気

・

環

境

づ

く

り
（

各

種

啓

発

事

業

や

子

育

て

支

援

に

協

力

い

た

だ

く

店

舗

の

登

録

制

度

な

ど
）

子
育
て
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー

事
業
、

妊

産
婦
ケ
ア
事
業
の
拡
充

幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど
も
園
で
の

延
長
保
育
、

一
時
保
育
、

お
む
つ
の

支
給
・
廃
棄
サ
ー

ビ
ス

幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
施

設
整
備
、

統
廃
合

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

夜
間
に
子
ど
も
を
預
か
っ

て
く
れ
る

環
境
の
整
備
・
充
実

休
日
・
祝
日
に
子
ど
も
を
預
か
っ

て

く
れ
る
環
境
の
整
備
・
充
実

病
児
保
育
な
ど
病
気
の
子
ど
も
や
病

気
回
復
期
に
あ
る
子
ど
も
を
預
か
っ

て
く
れ
る
環
境
の
整
備
・
充
実

お
む
つ
な
ど
ベ
ビ
ー

用
品
の
支
給

離
乳
食
な
ど
の
宅
配
サ
ー

ビ
ス

ベ
ビ
ー

用
品
の
レ
ン
タ
ル
事
業

児
童
手
当
、

児
童
扶
養
手
当
の
毎
月

支
給

保
護
者
同
士
が
集
ま
る
こ
と
の
で
き

る
場
所
の
整
備

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場

所
の
整
備

産
休
・
育
休
の
取
得
促
進
な
ど
、

子

育
て
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の

支
援

企
業
情
報
の
提
供
や
仕
事
の
あ
っ

せ

ん
な
ど
育
児
を
し
な
が
ら
働
く
こ
と

の
で
き
る
環
境
の
整
備

子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
を
入
手

し
や
す
い
環
境
の
整
備

子
ど
も
食
堂
の
設
置
・
運
営

子
ど
も
の
学
習
支
援
（

公
営
塾
な

ど
）

子
育
て
に
関
す
る
経
済
的
負
担
軽
減

小
児
科
医
療
の
充
実

そ
の
他

凡例 回答数

父親 272 人

母親 456 人

その他（祖母） 1 人

北房 55 人

落合 234 人

久世 211 人

勝山 94 人

美甘 10 人

湯原 39 人

蒜山 86 人

2人 22 人

3人 144 人

4人 227 人

5人 157 人

6人 103 人

7人 46 人

8人 18 人

9人 10 人

10人以上 2 人

質問
3-1

世
帯
人
数

質問
1

続
柄

質問
2

居
住
地
域

6.8%

5.5%

5.6%

6.2%

10.0%

7.7%

7.0%

7.6%

7.9%

5.8%

5.0%

5.6%

6.4%

10.0%

5.1%

8.3%

10.9%

5.6%

15.8%

17.1%

100.0%

14.5%

21.4%

17.1%

11.7%

30.0%

12.8%

10.5%

13.6%

16.7%

21.1%

12.1%

15.5%

13.0%

33.3%

10.6%

5.3%

6.5%

11.1%

30.1%

28.5%

29.1%

31.2%

33.6%

33.0%

15.4%

17.4%

18.2%

31.9%

33.5%

26.1%

25.2%

23.9%

38.9%

10.0%

16.5%

15.8%

9.1%

13.7%

23.2%

14.9%

30.0%

7.7%

12.8%

18.8%

16.3%

13.4%

16.5%

17.4%

22.2%

10.0%

50.0%

21.7%

25.9%

34.5%

23.1%

25.6%

29.8%

20.0%

17.9%

15.1%

22.7%

18.8%

23.3%

28.7%

30.1%

23.9%

22.2%

50.0%

5.9%

8.8%

8.1%

9.0%

7.4%

20.0%

10.3%

18.2%

10.4%

5.7%

8.9%

5.8%

5.6%

10.0%

26.8%

25.2%

100.0%

23.6%

29.9%

22.3%

21.3%

10.0%

30.8%

30.2%

31.8%

31.9%

24.7%

26.1%

21.4%

23.9%

16.7%

30.0%

14.3%

15.4%

23.6%

17.5%

12.3%

13.8%

10.0%

5.1%

15.1%

9.1%

16.7%

15.0%

12.7%

13.6%

23.9%

11.1%

20.0%

12.9%

18.4%

12.7%

16.7%

19.0%

13.8%

20.0%

17.9%

12.8%

13.6%

16.7%

19.8%

12.7%

19.4%

8.7%

5.6%

20.0%

7.7%

7.3%

9.8%

5.2%

9.7%

5.7%

5.1%

6.8%

20.0%

50.0%

44.1%

36.2%

34.5%

41.0%

38.9%

36.2%

40.0%

46.2%

37.2%

40.9%

39.6%

37.4%

41.4%

40.8%

37.0%

33.3%

40.0%

5.1%

5.9%

6.2%

10.6%

5.1%

6.6%

9.7%

16.7%

39.7%

46.5%

49.1%

40.2%

46.0%

46.8%

50.0%

53.8%

37.2%

54.5%

37.5%

49.8%

40.1%

47.6%

43.5%

27.8%

40.0%

14.7%

15.4%

10.9%

15.8%

14.7%

14.9%

10.0%

12.8%

18.6%

9.1%

17.4%

12.8%

18.5%

15.5%

8.7%

16.7%

20.0%

12.5%

13.4%

12.7%

12.8%

10.9%

13.8%

10.0%

23.1%

14.0%

13.9%

12.8%

8.9%

16.5%

17.4%

5.6%

40.0%

50.0%

7.0%

9.0%

5.5%

5.6%

7.6%

16.0%

20.0%

5.1%

10.5%

9.1%

6.9%

12.3%

6.4%

6.5%

5.6%

10.0%

5.0%

5.5%

5.2%

5.1%

13.6%

8.7%

10.0%

17.6%

16.9%

14.5%

13.2%

19.9%

22.3%

10.0%

20.5%

16.3%

31.8%

10.4%

18.5%

16.6%

19.4%

17.4%

27.8%

20.0%

36.4%

41.7%

32.7%

38.0%

39.8%

43.6%

60.0%

41.0%

40.7%

50.0%

31.9%

38.3%

45.9%

38.8%

47.8%

33.3%

30.0%

100.0%

23.9%

26.5%

29.1%

23.1%

17.5%

18.1%

30.0%

41.0%

50.0%

22.7%

20.8%

25.6%

31.8%

22.3%

28.3%

33.3%

10.0%

5.5%

5.7%

7.6%

6.4%

10.0%

5.1%

8.1%

6.9%

10.9%

16.7%

10.0%

50.0%
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注：複数回答のため、合計が 100％とならない。

注：5.0％未満の表記は省略。

質問11　重点的に取り組む事業・施策

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10） （11） （12） （13） （14） （15） （16） （17） （18） （19） （20） （21） （22） （23） （24）

相
談
支
援
事
業
の
充
実

配
偶
者
の
子
育
て
支
援
参
加
を
促
す

取
組
（

育
児
教
室
や
各
種
イ
ベ
ン
ト

な
ど
）

社

会

全

体

で

子

育

て

を

支

援

す

る

雰

囲

気

・

環

境

づ

く

り
（

各

種

啓

発

事

業

や

子

育

て

支

援

に

協

力

い

た

だ

く

店

舗

の

登

録

制

度

な

ど
）

子
育
て
支
援
サ
ポ
ー

タ
ー

事
業
、

妊

産
婦
ケ
ア
事
業
の
拡
充

幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど
も
園
で
の

延
長
保
育
、

一
時
保
育
、

お
む
つ
の

支
給
・
廃
棄
サ
ー

ビ
ス

幼
稚
園
・
保
育
園
・
こ
ど
も
園
の
施

設
整
備
、

統
廃
合

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
充
実

夜
間
に
子
ど
も
を
預
か
っ

て
く
れ
る

環
境
の
整
備
・
充
実

休
日
・
祝
日
に
子
ど
も
を
預
か
っ

て

く
れ
る
環
境
の
整
備
・
充
実

病
児
保
育
な
ど
病
気
の
子
ど
も
や
病

気
回
復
期
に
あ
る
子
ど
も
を
預
か
っ

て
く
れ
る
環
境
の
整
備
・
充
実

お
む
つ
な
ど
ベ
ビ
ー

用
品
の
支
給

離
乳
食
な
ど
の
宅
配
サ
ー

ビ
ス

ベ
ビ
ー

用
品
の
レ
ン
タ
ル
事
業

児
童
手
当
、

児
童
扶
養
手
当
の
毎
月

支
給

保
護
者
同
士
が
集
ま
る
こ
と
の
で
き

る
場
所
の
整
備

子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
遊
べ
る
場

所
の
整
備

産
休
・
育
休
の
取
得
促
進
な
ど
、

子

育
て
し
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
の

支
援

企
業
情
報
の
提
供
や
仕
事
の
あ
っ

せ

ん
な
ど
育
児
を
し
な
が
ら
働
く
こ
と

の
で
き
る
環
境
の
整
備

子
育
て
支
援
に
関
す
る
情
報
を
入
手

し
や
す
い
環
境
の
整
備

子
ど
も
食
堂
の
設
置
・
運
営

子
ど
も
の
学
習
支
援
（

公
営
塾
な

ど
）

子
育
て
に
関
す
る
経
済
的
負
担
軽
減

小
児
科
医
療
の
充
実

そ
の
他

凡例 回答数

10代 1 人

20代 48 人

30代 292 人

40代 316 人

50代 64 人

60代 4 人

70代 1 人

80代 0 人

その他 3 人

正規の職員・社員 442 人

パート・アルバイ
ト

162 人

事業を経営してい
る

50 人

家業を手伝ってい
る

25 人

専業主婦・主夫 50 人

農林漁業 40 人

建設業 43 人

製造業 114 人

サービス業 119 人

運輸業 28 人

卸売業・小売業・
飲食店

66 人

金融業・保険業・
不動産業

28 人

医療・福祉 150 人

公務員 63 人

その他 77 人

質問
4-1

就
業
形
態

質問
4-2

勤
務
先

質問
3-2

年
齢

8.3%

5.4%

12.5%

25.0%

6.6%

7.4%

7.5%

6.1%

5.9%

7.1%

8.7%

5.4%

6.1%

10.0%

7.5%

7.0%

9.5%

7.8%

100.0%

12.5%

15.4%

17.1%

21.9%

25.0%

100.0%

17.2%

17.3%

20.0%

12.0%

10.0%

20.0%

23.3%

15.8%

18.5%

7.1%

13.6%

7.1%

17.3%

22.2%

14.3%

6.0%

6.0%

10.0%

7.1%

100.0%

45.8%

37.0%

19.6%

26.6%

25.0%

33.3%

32.8%

20.4%

24.0%

32.0%

28.0%

15.0%

23.3%

32.5%

26.1%

32.1%

22.7%

35.7%

32.7%

34.9%

28.6%

14.6%

19.9%

14.2%

7.8%

25.0%

33.3%

15.6%

17.3%

16.0%

12.0%

18.0%

15.0%

14.0%

10.5%

16.8%

25.0%

10.6%

7.1%

18.7%

25.4%

16.9%

10.4%

21.6%

26.9%

35.9%

25.0%

25.1%

29.0%

22.0%

16.0%

8.0%

20.0%

18.6%

28.1%

27.7%

14.3%

18.2%

32.1%

32.0%

17.5%

15.6%

6.3%

7.5%

8.2%

7.8%

8.6%

6.8%

10.0%

7.9%

8.4%

17.9%

9.1%

10.7%

22.9%

28.8%

24.1%

26.6%

100.0%

28.3%

22.8%

22.0%

28.0%

18.0%

20.0%

18.6%

25.4%

26.1%

35.7%

34.8%

35.7%

30.0%

15.9%

18.2%

100.0%

16.7%

14.4%

15.5%

12.5%

33.3%

15.2%

14.8%

20.0%

8.0%

12.0%

10.0%

7.0%

12.3%

18.5%

17.9%

19.7%

17.9%

14.0%

20.6%

11.7%

100.0%

58.3%

22.3%

7.0%

25.0%

16.7%

13.0%

10.0%

20.0%

28.0%

15.0%

17.5%

13.4%

7.1%

16.7%

17.9%

19.3%

19.0%

20.8%

6.3%

8.0%

5.2%

12.5%

6.2%

6.3%

6.8%

12.0%

8.0%

7.5%

5.9%

5.3%

14.3%

9.1%

100.0%

56.3%

38.4%

35.8%

42.2%

75.0%

66.7%

39.1%

43.8%

26.0%

48.0%

32.0%

37.5%

41.9%

44.7%

41.2%

60.7%

40.9%

53.6%

38.0%

20.6%

29.9%

6.3%

6.6%

6.3%

12.0%

8.0%

10.0%

10.0%

9.3%

5.0%

7.6%

11.1%

10.4%

45.8%

49.7%

42.4%

26.6%

50.0%

41.6%

42.0%

54.0%

52.0%

56.0%

42.5%

39.5%

43.0%

45.4%

39.3%

54.5%

25.0%

41.3%

39.7%

54.5%

29.2%

15.4%

14.2%

9.4%

17.6%

10.5%

8.0%

20.0%

12.0%

15.0%

20.9%

15.8%

10.1%

10.7%

13.6%

10.7%

18.0%

17.5%

15.6%

12.5%

14.0%

12.7%

10.9%

25.0%

12.2%

18.5%

10.0%

10.0%

12.5%

7.0%

15.8%

10.9%

10.7%

25.8%

14.3%

12.0%

7.9%

10.4%

10.4%

6.8%

9.5%

7.8%

8.8%

7.4%

6.0%

16.0%

7.5%

18.6%

5.3%

5.9%

10.6%

7.1%

8.0%

11.1%

10.4%

5.4%

33.3%

8.0%

6.0%

5.3%

7.1%

6.0%

5.2%

6.3%

13.4%

20.9%

23.4%

66.7%

15.8%

21.0%

18.0%

16.0%

16.0%

22.5%

18.6%

18.4%

20.2%

14.3%

25.8%

15.3%

12.7%

13.0%

41.7%

40.4%

40.2%

34.4%

25.0%

33.3%

36.9%

48.8%

34.0%

44.0%

38.0%

40.0%

37.2%

43.0%

31.9%

32.1%

45.5%

46.4%

41.3%

44.4%

36.4%

10.4%

22.9%

31.6%

20.3%

33.3%

22.4%

29.6%

32.0%

32.0%

30.0%

25.0%

27.9%

21.9%

28.6%

21.4%

30.3%

21.4%

26.7%

19.0%

27.3%

5.1%

6.0%

10.9%

6.8%

10.0%

12.0%

7.0%

6.7%

7.6%

10.4%
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【期待する事業・施策】について

・回答者属性と質問 12（期待する事業・施策について）のクロス集計

【期待する事業・施策】について

l 【続柄】でみると、「父親」「母親」共に「医療費無料化の拡大」の割合が最も高く、次いで「高

校の進学・通学関連経費への支援」の順となっています。

l 【居住地域】でみると、「北房」「落合」「久世」「湯原」は、「医療費無料化の拡大」の割合

が最も高くなっています。「勝山」「美甘」「蒜山」は、「高校の進学・通学関連経費への支援」

の割合が最も高くなっています。

※「湯原」は、「医療費無料化の拡大」と「高校の進学・通学関連経費への支援」の割合が同じ。

l 【世帯人数】でみると、「3 人」～「6 人」は、「医療費無料化の拡大」の割合が最も高くなっ

ています。「2 人」「7 人」「8 人」は、「高校の進学・通学関連経費への支援」の割合が最も

高くなっています。「9 人」「10 人」は、「給食費の減免・無償化」の割合が最も高くなってい

ます。

l 【年齢】でみると、「40 代」「50 代」は、「高校の進学・通学関連経費への支援」の割合が

最も高くなっています。「20 代」は、「保育料の減免・無償化の拡大」の割合が最も高くなっ

ています。「30 代」は、「医療費無料化の拡大」の割合が最も高くなっています。

l 【就業形態】でみると、「事業を経営している」を除き、「医療費無料化の拡大」の割合が最も

高くなっていますが、「事業を経営している」は、「高校の進学・通学関連経費への支援」の割

合が最も高くなっています。

l 【勤務先】でみると、「製造業」「サービス業」「運輸業」「医療・福祉」「公務員」は、「医

療費無料化の拡大」の割合が最も高くなっています。「農林漁業」「建設業」「卸売業・小売業・

飲食店」「金融業・保険業・不動産業」は、「高校の進学・通学関連経費への支援」の割合が最

も高くなっています。
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質問12　期待する事業・施策

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10）

保
育
料
の
減
免
・
無
償
化
の
拡
大

医
療
費
無
料
化
の
拡
大

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
の
減

免
・
無
料
化

給
食
費
の
減
免
・
無
償
化

在
宅
で
育
児
を
行
う
方
へ
の
支
援
金

の
給
付

習
い
事
や
部
活
動
な
ど
就
学
関
連
経

費
へ
の
支
援

高
校
の
進
学
・
通
学
関
連
経
費
へ
の

支
援

子
育
て
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け

出
産
費
用
へ
の
支
援
（

出
産
一
時
金

の
増
額
）

そ
の
他

凡例 回答数

父親 272 人

母親 456 人

その他（祖母） 1 人

北房 55 人

落合 234 人

久世 211 人

勝山 94 人

美甘 10 人

湯原 39 人

蒜山 86 人

2人 22 人

3人 144 人

4人 227 人

5人 157 人

6人 103 人

7人 46 人

8人 18 人

9人 10 人

10人以上 2 人

10代 1 人

20代 48 人

30代 292 人

40代 316 人

50代 64 人

60代 4 人

70代 1 人

80代 0 人

その他 3 人

質問
1

続
柄

質問
2

居
住
地
域

質問
3-1

世
帯
人
数

質問
3-2

年
齢

37.9%

30.0%

100.0%

27.3%

35.5%

37.9%

33.0%

20.0%

17.9%

26.7%

27.3%

47.2%

35.2%

24.2%

26.2%

26.1%

27.8%

40.0%

50.0%

66.7%

43.8%

21.2%

14.1%

50.0%

100.0%

66.7%

49.3%

56.1%

100.0%

67.3%

60.3%

51.7%

43.6%

20.0%

56.4%

45.3%

45.5%

43.8%

52.0%

60.5%

63.1%

60.9%

38.9%

40.0%

50.0%

100.0%

37.5%

44.5%

62.3%

62.5%

50.0%

100.0%

66.7%

20.6%

26.1%

25.5%

21.8%

27.0%

22.3%

17.9%

29.1%

13.6%

27.8%

24.2%

24.8%

23.3%

17.4%

27.8%

10.0%

20.8%

29.8%

20.3%

21.9%

33.1%

34.2%

23.6%

35.9%

34.6%

39.4%

30.0%

33.3%

26.7%

31.8%

25.7%

33.5%

36.9%

35.9%

37.0%

33.3%

60.0%

100.0%

25.0%

32.9%

34.5%

42.2%

50.0%

10.7%

14.0%

7.3%

11.5%

15.2%

18.1%

10.0%

12.8%

18.8%

13.2%

10.8%

10.7%

10.9%

11.1%

100.0%

25.0%

17.5%

8.2%

26.8%

26.1%

21.8%

23.1%

27.5%

26.6%

40.0%

35.9%

29.1%

36.4%

18.8%

26.9%

29.9%

26.2%

30.4%

27.8%

30.0%

22.9%

24.3%

29.4%

25.0%

33.3%

48.2%

52.0%

65.5%

49.6%

42.2%

52.1%

80.0%

56.4%

55.8%

72.7%

34.0%

45.4%

59.9%

58.3%

67.4%

55.6%

40.0%

50.0%

22.9%

35.3%

64.6%

71.9%

50.0%

66.7%

7.5%

5.1%

5.7%

7.4%

20.0%

20.5%

9.1%

6.9%

7.6%

11.1%

30.0%

50.0%

18.8%

5.8%

6.3%

50.0%

33.3%

13.2%

10.7%

9.1%

11.1%

13.7%

8.5%

20.0%

5.1%

15.1%

20.1%

12.3%

8.9%

9.7%

6.5%

100.0%

31.3%

14.4%

7.9%

33.3%

5.3%

7.0%

5.3%

10.0%

5.1%
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注：複数回答のため、合計が 100％とならない。

注：5.0％未満の表記は省略。

質問12　期待する事業・施策

（1） （2） （3） （4） （5） （6） （7） （8） （9） （10）

保
育
料
の
減
免
・
無
償
化
の
拡
大

医
療
費
無
料
化
の
拡
大

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
利
用
料
の
減

免
・
無
料
化

給
食
費
の
減
免
・
無
償
化

在
宅
で
育
児
を
行
う
方
へ
の
支
援
金

の
給
付

習
い
事
や
部
活
動
な
ど
就
学
関
連
経

費
へ
の
支
援

高
校
の
進
学
・
通
学
関
連
経
費
へ
の

支
援

子
育
て
に
必
要
な
資
金
の
貸
付
け

出
産
費
用
へ
の
支
援
（

出
産
一
時
金

の
増
額
）

そ
の
他

凡例 回答数

正規の職員・社員 442 人

パート・アルバイ
ト

162 人

事業を経営してい
る

50 人

家業を手伝ってい
る

25 人

専業主婦・主夫 50 人

農林漁業 40 人

建設業 43 人

製造業 114 人

サービス業 119 人

運輸業 28 人

卸売業・小売業・
飲食店

66 人

金融業・保険業・
不動産業

28 人

医療・福祉 150 人

公務員 63 人

その他 77 人

質問
4-1

就
業
形
態

質問
4-2

勤
務
先

35.5%

22.8%

38.0%

36.0%

38.0%

32.5%

23.3%

34.2%

29.4%

57.1%

37.9%

32.1%

30.0%

33.3%

35.1%

50.0%

59.9%

46.0%

76.0%

62.0%

50.0%

46.5%

55.3%

53.8%

53.6%

54.5%

32.1%

58.0%

52.4%

57.1%

26.5%

26.5%

6.0%

20.0%

14.0%

30.0%

18.6%

23.7%

21.8%

35.7%

13.6%

32.1%

29.3%

23.8%

19.5%

32.1%

41.4%

32.0%

20.0%

32.0%

40.0%

23.3%

36.0%

38.7%

42.9%

34.8%

32.1%

32.7%

23.8%

32.5%

11.5%

9.3%

14.0%

12.0%

34.0%

10.0%

16.3%

8.8%

9.2%

7.1%

9.1%

10.7%

11.3%

22.2%

23.4%

27.6%

25.9%

22.0%

36.0%

16.0%

27.5%

34.9%

23.7%

27.7%

32.1%

33.3%

21.4%

24.7%

19.0%

26.0%

49.3%

56.8%

48.0%

72.0%

32.0%

52.5%

60.5%

53.5%

51.3%

32.1%

59.1%

42.9%

51.3%

47.6%

41.6%

5.2%

8.6%

6.0%

10.0%

7.9%

7.1%

9.3%

7.8%

12.9%

8.0%

8.0%

12.0%

16.0%

7.5%

9.3%

14.9%

9.2%

7.1%

6.1%

14.3%

10.7%

22.2%

11.7%

10.0%

6.0%

5.3%

5.2%
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子育て支援関連アンケート結果まとめ
１．真庭市の子育ての現状についてのアンケート結果

女性の社会進出が進み、真庭市でも、正規・非正規を問わず共働き世帯が

増えています。（正規・パート 604人中 447 人が共働き）しかし、仕事と

育児の両立に苦労している人も多く、自分の時間がない、子どもを預ける場

所が少ない、一時保育や保育サービスが不十分などの声が寄せられました。

子どもの遊び場に関しては、全国的に子どもを狙った犯罪が多発している

ことがあり、安全で自由に遊べる場所が欲しいという意見が多くありました。

経済的な支援に関しては、中学校以降は、学習塾の費用、高校の学費、通

学費用等の教育にかかる費用が増えることを背景に、出産・育児にお金がか

かりすぎるに加え、高校進学や塾等の教育費が負担になっているという人が

多く、医療費の無償化や高校の進学支援、給食費の軽減を求める声が多くあ

りました。

２．真庭市の子育ての課題やニーズについてのアンケート結果

少子化が進む中にあっても、こども園などへの入園希望者は多く、待機児

童の解消や一時保育などのサービスの充実が課題となっています。保育人材

が不足している中で、保育士が働きやすい環境の整備や、就労の定着に向け

た取組、潜在保育士の掘り起こしなどが必要です。

住んでいる市町村によって子育て支援の充実度合いに差があり、近隣や都

市部と比べてサービスが不足している、子育て世代に寄り添った支援が少な

いと感じる人もいます。地域間の格差を解消していくことが重要です。

育児ストレスは、子育て支援の大きな課題です。子どもとの関係や性格な

どによってストレスを感じることがあります。ストレスが溜まると、子育て

に対するモチベーションが低くなったり、精神的に不安定になったりするこ

とがあります。父親の育児参加も不十分であり、母親だけで子育てを抱え込

んでしまうこともあります。父親が育児に積極的に関われるようにするため

には、社会的な制度や理解を促進することが必要です。

３．今後の取組
真庭市では、「みんなではぐくむ子育てのまち」を目指し、「こども はぐ

くみ応援プロジェクト」として 64の施策を令和 5年度に実施します。地域や

民間企業と協力して、子育て支援を行っていくために、子育て環境に関する意

見交換会や子どもや学生の声を聞く場を設けます。保育士の不足に関しては、

資料６
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大学との連携やリクルート活動の強化、保育士が安心して働けるよう保育士を

目指す学生や保育職員の意見を聞き、働きやすい環境の検討を行います。

また、子育て世代の家計消費動向や公的支援状況、さらには市内企業の労働

環境の実態などを調査分析し、政策検討に活用します。

全庁で子育て支援施策を加速していくために、こどもはぐくみ推進本部会議

や政策推進会議で、既存の取組を見直し、新たな取組アイデアを出し合い、必

要な対策を検討していきます。

68



第１回こどもはぐくみ政策推進マトリックス会議録（要旨）

開催日時 令和5年５月23日（火）10:00～11:45
場 所 真庭市役所 本庁舎 3階会議室（２）（３）
出 席 者 議長（伊藤副市長）、副議長（健康福祉部長 樋口）

総務課人材マネジメント室長（江崎）、総合政策課長（牧）、秘書広報課
長（前田）、交流定住課長（西田）、財政課長（有富）、産業政策課長
（代理 赤松）、都市住宅課長（木村）、建設課長（美甘）、市民課長
（湯浅）、福祉課長（杉山）、発達発育支援センター長（畦田）、健康推
進課長（山崎）、教育総務課長（浅野）、学校教育課長（代理 田
中）、生涯学習課長（代理 横山）、中央図書館室長（佐藤）、社会福
祉協議会次長（岩野）、蒜山振興局地域振興課長（福井）、北房振興局
地域振興課長（畦崎）、落合振興局地域振興課長（神庭）、勝山振興局
地域振興課長（山本）、美甘振興局地域振興課長（石田）、湯原振興局
地域振興課長(南）

事務局等 子育て支援課（行田、広岡、栢野）
傍 聴 者 0名
議事内容 ① こども・子育て施策（こどもはぐぐみ応援プロジェクト）の推進について

② こどもはぐぐみ応援プロジェクト 64 施策の事業実施について
③ 子育て支援関係アンケート結果について
④ 検討・研究するテーマについてグループワーク（11：10～11：30）
グループの検討内容を発表（11：30～11：40）

冒頭の事項 健康福祉部長：本年度スタートしておりますこどもはぐくみ応援プロジェクト
は、推進本部会議の方は昨年度第１回と今年度４月に第２回を開い
ている。実務レベルでのということで真庭市こどもはぐくみ政策推進のマトリッ
クス会議を始めさせていただきたい。
議長（副市長）：真庭市では今年度、子育て支援を市政の最重要課
題として位置付け、こどもはぐくみ応援プロジェクトを取りまとめている。併せ
て推進体制も整備をし、市長をトップとする本部、その下に本日のマトリッ
クス会議を設置している。本部は最終的な意思決定機関ということで、よ
り具体的で実質的な議論はこのマトリックス会議の中で行うということになろ
うかと思っている。
マトリックス会議で特に皆さん方にお願いしたいととして、１つには今年度プ
ロジェクトの中に盛り込んでおります６４の政策、これを着実に実施してい
くということ。もう１つ大事なこととして、やはり子育て支援については当事
者である保護者の方に対してどう情報発信をしていくかということが重要で
ある。６４の政策を中心にして政策をより進化させていくために、EBPM
的な政策手法についてもこの場で皆さん方としっかりと議論していきたい。
市民の皆さん方のニーズプラス客観的なデータ、こうしたその二つの側面か
ら政策をより進化させていくような議論をこの場でしていければと思ってい
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る。
（１）こども・子育て施策
（こどもはぐぐみ応援プロジ
ェクト）の推進について

（2）こどもはぐくみ応援
プロジェクト 64 施策の事
業実施について

こどもはぐくみ専門官：子ども子育て政策の推進については、５つの柱で推
進していくことにしております。地域全体で支える仕組みづくり、タイムリーな
情報発信、保育士の確保、こどもはぐくみ応援プロジェクトの推進と、市役
所全体の体制強化の５本柱で実施していきたいと考えている。
地域全体で支える仕組みづくりは、市内の企業や様々な団体等と連携し
ながら、子育てを地域で支える機運の醸成の方を特に重点的にしたい。
タイムリーな情報発信は、こどもＩＣTネットワークというのが市のホームペー
ジの活用では検索がしにくいというような意見もいただいている。
保育士の確保については、育士不足、人材の確保というところが喫緊の課
題であり、包括連携協定等を大学と結びながら給付制度とかも充実させ
ていきたいと考えているところ。
こどもはぐくみ応援プロジェクトは 64 の施策を事業を着実に進め、皆さんと
も共有するというところで、シートの作成をお願いしている。いろんな調査研
究等も共有し、重要なデータになりますので、そういったところから検討を進
めていきたい。
市役所全体の体制強化は、こどもはぐくみの推進本部と政策推進のマトリ
ックス会議、若い世代の職員の意見を反映させるというところの３つの会議
の方を考えている。マトリックス会議の役割ですが、施策の企画立案、総
合調整、事業課の総合連絡調整、そういったところを担っていただく。
具体的なスケジューを示しているのものが資料２で、本年度は深化・展

開期と考えている。地域全体で支える仕組みづくりは、アンケートや調査分
析結果の公表や、市長のこども園の訪問や、学生さんとの車座トーク、さら
に市内企業関係者との車座トーク等を開催できないかということを考えてい
る。
こどもはぐくみ専門官：プロジェクトの６４施策の事業実施等について、
関係課で特に今年度新規事業や拡充した事業で皆さんに共有しておき
たいような事業がございましたら順番に報告してください。
秘書広報課長：広報のあり方とか、情報提供の仕方について今日色々
皆さんとの話も聞きながら考えていきたい。
市民課長：医療費無償化ということで今年から高校生世代まで拡充。
従前の乳児児童生徒医療費給付事業を子ども医療費という事業名に変
更している。
都市住宅課長：安心して遊べる場の整備促進ということでポケットパーク
の整備を考えている。団体等に要望を募りまして 1 件あたり 500 万円、
今年度は2件分、1,000万円を予算化している。市営住宅入居時の多
子世帯優遇制度の創設、多子世帯、１８歳未満の子を３人以上要扶
養する者について抽選回数２回にするなど優先入居を行うということで偶
数月に定期募集を行っている。
教育総務課長：経済的支援というところで市内就職者等への奨学金の
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減免措置をしている。ＩＣＴ化推進事業ということで、今年度からコドモン
というアプリを使った双方向のシステムを入れて保護者、家庭と学校をつな
ぐツールを導入したい。教育魅力化推進事業は今年度教育魅力化コー
ディネーターを５名まで拡充配置している。
発達発育支援センター長：医療的ケア児訪問看護レスパイト事業を開
始している。この事業は医療的ケアが必要な１８歳までのお子さんを在宅
にて看護や介護を行われている保護者の負担の軽減を図るもの。
交流定住推進課：森の日の普及促進事業につきましては年間４回程
度の実施を目標としている。津黒高原の豊かな里山のフィールドを親子で
楽しむというコンセプトで実施している。山村留学モデル事業ですが今年は
短期中期の２種類で行い、短期につきましては余野と中和の方で実施す
る予定で、中期は中和の方でする予定。森の日、山村留学も移住定住
を目的とした事業。
健康推進課長：パパママクラスの開設は、以前していたものを再開して今
年度１クール３回を３クールということで９回開催を計画している。
はぐくみサポーター派遣事業は、妊娠中から産後１年までの支援が必要
なおうちにサポーターさんを派遣して家事や育児の支援を行っている。サポ
ーターの養成講座を８月と９月に２回コースで計画をしている。不妊不
育治療支援事業は、不妊治療が保険適用になったが真庭市独自支援と
して、自己負担分のところを上限で２０万円まで経済支援を行う。
総務課人マネ室長：子育て世代若手世代による職員研修に位置付け
て政策の立案というところに一緒に取り組んでいく。
生涯学習課長（代理）：真庭市家庭教育支援チームを設置し、身近
なエピソードや資料等をもとに参加者同士が交流しながら学ぶ機会を提
供している。おしゃべり広場ふらっとというのを中央図書館と久世活き生きサ
ロンの方で毎月開催している。遊びづくりモデル事業としまして子どもの遊び
を作るとともに遊びに関わることで世代を超えた大人のネットワークを育むこ
とを考えている。公園開発段階遊び場マップづくりモデルプレーパークの開催
を目指している。
産業政策課長（代理）：子育て世帯や市内企業の実態調査分析事
業ですがこれは子育て世帯の家計消費動向や公的支援の状況、市内企
業の労働環境の実態などを調査して、労働環境や労働条件の改善など
効果的な子育て施策の検討に役立てるもので、現在調査方法や内容に
ついて検討している段階。
図書館振興室長：保護者の居場所になるようにということで既存のイベン
ト、ＤＶＤの上映とか絵本の読み聞かせそれから子ども向けイベントこうい
ったものをより強化していきたい。
総合政策課長：部局経営目標の方で子育てを一体的に行っていく。Ｄ
Ｘの推進もこの個々の事業に対して合わせて行うことでより効率的に行な
うことができると思いますのでそちらも積極的に関わっていきたい。
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（３）子育て支援関係
アンケート結果について

勝山振興局地域振興課長：勝山つどいの広場やまっこということで、子
育て支援課の支援を受けまして真庭市内６番目のつどいの広場ということ
で立ち上がった。
落合振興局地域振興課長：孤立させない環境づくりを実践していこうと
考えている。愛育委員、栄養委員と子育て支援の場であるサポートあいと
を三者連携で親子交流事業というのを計画している。
北房振興局地域振興課長：北房ほたる公園の改修整備について検討
している。教育委員会や都市住宅課とも相談しながら今年度実施設計を
進めていきたい。
湯原振興局地域振興課長：子どもの居場所づくりとして夏休みや冬休
みの期間中に湯原小学校の子どもを対象にわんぱく学校を実施している。
子育て支援課長：園児のおむつを持ち帰っていただいていたものを園で処
分する園児のおむつスッキリ事業を今年度開始している。
子ども園のＩＣＴ化推進事業は教育委員会も同じ仕組みを作ってもらう
ことになり、園児から中学校までは一気通貫して同じ仕組みを保護者に使
っていただける環境が整うことになる。
こどもはぐくみ専門官：子育て支援関係アンケート結果につい、資料をもとに
説明。こういった意見等を後の皆さんで話し合っていくところで検討の一つに
挙げていただけたら。
議長（副市長）：はぐくみ応援プロジェクトという形で取りまとめをし、今皆
さん方から報告資料をお聞きし見させていただく中で、やっとここまで来た。
市として子育て支援を一丁目一番地の課題として取り組んでいく、そういう
形ができたのかなあと感慨深く思っている。
はぐくみサポーターの事業は非常にニーズの多い事業であるが、サポーター
の人的確保が課題であり、健康推進課だけの問題ではなくて、全庁あげ
て有資格の方の掘り起こしに取り組んでいただければと思っている。個別の
事業について取り組みを進めるうえで課題のようなものが出てくれば、ぜひそ
れをこの場でも共有をして欲しい。
安心して遊べる場の確保っていうのが非常にニーズとして多かった。
生涯学習課、都市住宅課、建設課等、関係課が非常に連携して、真庭
市内で遊べる、都市公園や河川公園等、子どもたちが安心して遊べる場
の情報発信ができるようなことを、ぜひよく連携してできればと思っている。
ニーズが高いものに対しては補正予算の対応を含めて、真庭市では積極
的に、重点的に手当てをしていくという姿勢で。進化も見据えて取り組みを
していただきたい。
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（4）検討・研究するテー
マにちてグループワーク

グループ①うさぎ組：タイムリーな情報発信について
支援策はずいぶんやっているが、満足度があまり高くないのは、情報が届いていな
いのではないか。情報の取り方がずいぶん昔と変わってきているということもあ
る。どういうやり方が一番いいのかとか、そういうのをしっかり受け止められや
すいやり方を検討してみてはどうか。

グループ②りす組：保育士の確保、地域全体で支える仕組みづくり
保育士の確保は、他の市町村と取り合い。統一試験やいろんな種類の試
験があると思うが、真庭市独自でもいいので、学力だけを見るのではなく、
やる気だとか相性だとか、よりよい人材を取れる仕組みを新しく構築しては
どうか。
地域全体で支える仕組みづくりは、啓発活動しかないかなというところで落
ち着いた。いかにこれからの日本を支えていくための子どもたちが重要なのか
っていうのを、みんなで地域全体で認識することを、まあ一番にできたらいい
なと思う。

グループ③ぱんだ組：タイムリーな情報発信、地域全体で支える仕組
みづくり
真庭市の政策は結構充実をしているが、なかなか皆さん知られないで情
報も取りに行かないとない状況がある、これからは取りに行くというよりも、欲
しい人に情報を届けるという仕組みが必要。まにこいんの仕組みが実は本
当は結構機能があって、使いこなせば結構、必要な人にリーチをさせること
ができるような仕組みもあるのでは。
地域全体で支える仕組みづくりは、プレイパークの専門家の方等の人材を

保育士確保に新たな採用試験の導入
地域で支える啓発活動

若い世代の情報収集の使い分けを探る
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活用する視点を広げていったらどうか。政策の中に、文化とかスポーツ等子
ども達が関わっている事業が沢山あるが、一緒に考えていくべきではないか。

グループ④ぞう組：タイムリーな情報発信
数だけ並べれば、施策は結構頑張ってやっている。情報発信の本質ってい
うのは、市役所のアンケートでもあるように口コミが一番多い。キーワードが
浮かばないと検索はしないが、口コミだったり、日頃目に入ってくる情報って
いうのが大事。子育て、子育て、子育て支援ということをまず発信をして、
ある制度を知ってもらって、それから検討見直しも同時に進めていくっていう
ことも非常に大事なのかなと。まにこいんアプリに通知機能があるんで、そう
いう事も各部署のそういったツールもどんどん使って発信していけばいいので
は。

北房振興局、落合振興局、湯原振興局：タイムリーな情報発信
子育ては長いので成長の段階においてどんな支援があるのか、そういった情
報発信をわかりやすく、繰り返してすることが大切なのではないか。必要な時
に、必要な情報が取り出せるもの。

勝山振興局：地域全体で支える仕組みづくり、タイムリーな情報発信
地域全体で支える仕組みづくりでは、お母さんネットワークとの繋がりを強く
持っていく必要がある。
タイムリーな情報発信では、情報の拡散という意味では今もうこれだけ情
報が溢れてる中で、情報の拡散の起点が必要になるのではないか。

確認事項 ・タイムリーな情報発信、地域全体で支える仕組みづくりについて、深堀し
ていく必要がある。

プッシュ型の情報発信のしくみ
コーディネーターを活用し地域を巻き込む

口コミや視覚に入る情報発信
まにこいんを活用した発信

成長に合わせて繰り返しの発信

お母さんネットワークとの繋がりをつくる
情報の拡散の起点が必要
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令和４年度中の人口の動きについて（速報）

１．真庭市の人口動態（令和5年 4月 1日現在） ※前年度同期比較

・自然動態は、出生者数 202人、死亡者数 909人で、707 人減
・社会動態は、転入者 881人、転出者 1,157 人で、276 人減 その他職権消除 11人減
・昨年同期（821人減）と比較すると、自然動態 571人減→707人減（136人減）
社会動態 250人減→287人減（37 人減） 計 173 人減

2．主要指標※小数点第二位以下四捨五入（ ）・・・Ｒ7 目標値
①生産年齢人口 20,697 人 49.2％（48％）
②高齢人口 16,836 人 40.0％（41％）
③出産年齢女性人口 6,230 人 14.8％（14％） 内 25～39歳 2,269 人 5.4％
④出生数 202人（250 人～300 人） 前年同期 223人

3．真庭市の社会動態（累計）（年代別・性別・移動地域別）
《年代別転入・転出累計状況》
①男性：0～14歳３人減、15～19歳 35人減、20～24歳 65人減、25～29歳 40人減、

30～34歳 29人減、35～39歳 9人増、40 歳以上 3人減 合計 166 人減
②女性：0～14歳 5人減、15～19歳 20人減、20～24 歳 61人減、25～29歳 3人減、

30～34歳 1人増、35～39歳 4人減、40歳以上 18人減 合計 110 人減
《性別転入・転出累計状況》
①男性：転入者数 465人、転出者数 631人で、166 人減
②女性：転入者数 416人、転出者数 526人で、110 人減
《移動地域別転入・転出累計状況》
①転入者は、全国では中国地方から 542 人（内訳は、男 263 人、女 279 人、うち県内は、
433 人、男 212 人、女 221 人）で最も多く、全体の 80％を占め、次いで近畿地方が 135 人
となっている。県内の転入者は、岡山市が 153 人で最も多く、次いで津山市が 67人となっている。
②転出先も中国地方が 700 人（内訳は、男 379 人、女 321 人、うち県内 564 人、男 301 人、
女 263 人）で最も多く全体の 81％を占め、次いで近畿地方の 178 人となっている。県内の転出
先は、岡山市が 205 人で最も多く、次いで津山市 134人、倉敷市 81人となっている。

③県内において転入超過は、新見市 11人、美咲町 5人、新庄村 4人となっており、
転出超過は、津山市 67人、岡山市 52人、倉敷市 27人、鏡野町 11人となっている。

人口 増減 自然動態 社会動態（その他職権消除含む）
全住民 42,102 人 △992 △707 △287
男 20,198 人 △497 △326 △172
女 21,904 人 △495 △381 △115

理事者会資料①
令和５年(2023年)4月 10日
生活環境部市民課

\\fs-filesv2013\真庭市\C生活環境部\005全庁共有（生活環境部）\◎人口動態データ\令和４年度
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5 年 4 月 1 日現在）

２．真庭市の人口動態 （累計）

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

97 105 202 10 9 19 30 46 76 35 30 65 15 10 25 1 1 2 2 3 5 0 1 1 2 3 5 2 2 4

423 486 909 49 53 102 120 128 248 78 103 181 75 95 170 22 15 37 31 37 68 5 9 14 27 28 55 16 18 34

-326 -381 -707 -39 -44 -83 -90 -82 -172 -43 -73 -116 -60 -85 -145 -21 -14 -35 -29 -34 -63 -5 -8 -13 -25 -25 -50 -14 -16 -30

465 416 881 26 24 50 113 111 224 158 128 286 70 53 123 5 4 9 28 24 52 3 8 11 27 31 58 35 33 68

631 526 1,157 50 43 93 159 146 305 190 138 328 116 82 198 4 11 15 36 30 66 5 6 11 34 36 70 37 34 71

-166 -110 -276 -24 -19 -43 -46 -35 -81 -32 -10 -42 -46 -29 -75 1 -7 -6 -8 -6 -14 -2 2 0 -7 -5 -12 -2 -1 -3

-492 -491 -983 -63 -63 -126 -136 -117 -253 -75 -83 -158 -106 -114 -220 -20 -21 -41 -37 -40 -77 -7 -6 -13 -32 -30 -62 -16 -17 -33

△ 11 人

令和 4 年度》 令和 4 年度》

１．真庭市の人口 (令和
人口数 昨年度との比較 自然動態 社会動態（その他の移動含む）

全住民 42,102人 △ 992 △ 707 △ 276
男 20,198人 △ 497 △ 326 △ 172 年度当初（令和4年4月1日現在）に比べ992人減少し、42,102人となっている。
女 21,904人 △ 495 △ 381 △ 115

真庭市 北房 落合 久世 勝山 美甘 湯原 中和 八束 川上

出生者数（人）

死亡者数（人）

自然動態増減数

転入者数（人）

転出者数（人）

社会動態増減数

差引合計

その他の移動

《月別自然動態 《月別社会動態

計

16 19 14 16
22 20 18 15 18
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転入者数 転出者数

理事者会資料②

令和5年(2023年)４月１０日

生活環境部市民課
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地域の特徴から強みや課題－それに対応するためのアイデア

 

ゴール目標 みんなではぐくむ子育てのまち
 

分野 地域の特徴 強みや課題 課題を解決するアイデア

賑わい・生活環境

地域・コミュニティ

家族・住生活

子育て支援のサービス

働き方、男女共同参画

経済・雇用

★子育てを地域全体で支えるしくみづくりに必要なことの検討
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